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教 育 分 野  

物 理 化 学 講 座  

Laboratory of Physical Chemistry

教員とスタッフ 

教授     伊藤 悦朗 

准教授      岸本 泰司 

講師    植木 正二 

学術研究員    割田 友子 

学術研究員    砂田 寛司 

研究補佐員    兼田 麦穂 

研究補佐員    山下 真奈美 

学外共同研究者    森川 美佳 

 

教育の概要 

担当科目：大学院医療統計学特論（伊藤悦朗、医療薬学講座・

飯原なおみ先生との共同開講） 

１）教育達成目標とその妥当性：医薬品の添付文書には有効

率や副作用発現率、相対リスク減少率、絶対リスク減少率、

オッズ比など、その薬物治療の有効性や安全性を示す数値が

掲載されている。この授業では、それらの数値を無批判に受

け入れるのではなく、その根拠となる臨床試験の実験デザイ

ン、症例数、対象患者集団の特性を吟味し、数値の信頼性や

患者への適用性を学習することを目標とした。授業内容を理

解した上で、自ら研究をデザインできるようになることで、

本目標の妥当性が確認できる。 

２）目的達成状況：当該年度は開講されなかった。 

 

担当科目：物理学ＡおよびＢ（一般総合科目）（伊藤悦朗、岸

本泰司、植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：新入生が物理系薬学の専門

講義にスムーズに移行できるようにするために、高校から大

学初年度レベルの物理学の知識を履修することを目標とした。

１年生の前期に開講した。 

２）目的達成状況：目標は達成できた。目標を達成するため

に、下に記すように莫大な時間を費やし、大変な努力をした。

しかし、高校までの教育レベルの低さ（ゆとり教育等）には

大きな問題があり、逆に言えばわれわれ大学の教員は、その

ような国の失策を甘んじて受け入れ、学部１年生の段階でそ

の負の遺産を徹底的に改善するためのシステムを確立しなけ

ればならないと考えている。すなわち、以前から入学前（高

校３年生）の時点においても、われわれ大学教員は入学予定

者に対して指導（入学前教育）を行う必要があると感じてお

り、実際に香川薬学部では入学前教育が積極的に実施されて

いる。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：１年生第２クォー

ターで物理学Ａを１年生第３クォーターでＢを開講して、そ

れらを有機的につなげた。数学の基礎知識が不足している学

生が多く見られたので、その改善にも莫大な努力をした。つ

まり多くの時間を費やして補講した。高校で物理学を履修し

てきた学生に対しても、その満足度を上げてもらうために補

講した。また、中間試験の実施などで気を引き締めてもらっ

た。さらには、一部はアクティブラーニング（チームベース

トラーニング）によって授業を展開した。 

４）教えるために使った時間：正規の１５回分の授業×２科

目を行った。  

 

担当科目：物理化学１（岸本泰司） 

１）教育達成目標とその妥当性：医薬品の物理的性質を理解

するためには、物理化学的な思考•取り扱いは非常に重要であ

る。本講義では、前期の物理学で学んだ基礎的な数学的•物理

学的概念を発展•適用し、熱力学、化学平衡、相平衡の理解に

導くことを目的とした。 

２）目的達成状況：おおむね達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：基本の原理や概念

を理解してもらうことを大事にした。毎回、動画や映像を使

用して、視覚的•直感的な理解を促した。また、パワーポイン

トを主に使用して講義を行ったが、毎回まとめの資料を印刷

し配布した。また、講義の最重点項目を理解しているかどう

か、毎回、小試験を行い、答案は採点の上次回の講義開始前

に学生に返却した（特に国家試験の問題に早くからなじませ

るために、国家試験過去問題を利用した）。これにより、学生

が講義のポイントを聞き逃さないようする意識が高まると同

時に、教師側としては各学生がどの程度講義のポイントを理

解しているかを把握できるメリットがある。学生全体の成績

が悪いケースでは、その回の講義内容自体に問題があったと

判断し、次回の講義で補足説明をするように心がけた。また、

不正解の割合があまりに悪い学生に対しては、補習を実施し、

当該学生の状況をチューターへ連絡する判断の一助とした。 

４）教えるために使った時間：教えるために使った時間：週

１回、半期 15 時間に加え、補講を数回行った。さらに相当程

度、マンツーマンでの指導を行った。また、今年度よりは、

毎回数十問の宿題を課し、次回の講義前に解答解説を配布し

た。資料作成には、講義毎に数日の労力をかけた。 

 

担当科目：物理化学２（植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：物理化学 1 で学習した「平

衡」の復習、溶液の束一的性質および反応速度論の習得。現

象の経時変化を考える上で特に重要な概念である。  



物理化学講座 
２）目的達成状況：概ね達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：毎講義でホームワ

ークを課し、翌週講義で詳細な解説を行った。講義では、出

来るだけ平易で具体的な説明を心がけた。 

４）教えるために使った時間：講義の準備、課題作成と採点

等に数日/講義を使った。 

 

担当科目：生物物理学（岸本泰司） 

１）教育達成目標とその妥当性： 生物物理学は、生命システ

ムを物理学と物理化学を用いて理解しようとする学問領域で

ある。生物物理学の対象は、分子スケールから 1 個体、生態

系に至るまで全階層の生物的組織におよんでいる。本講義の

前半ではこの生物物理学の基礎となる緩衝液および電解質溶

液の理論と、電気化学の話題を中心に解説し、問題演習を行

う。後半では物理製剤学などの医療薬学分野を学ぶ上で重要

となる「界面、コロイド分散系」「粘度、輸送系」「ホルモン、

オータコイド」の概念•関連する諸現象、およびこれら概念の

理解に必要な科学的原理について理解してもらうことを目標

とした。 

２）目的達成状況：再試験の欠席者以外は全員が単位を取得

でき、概ね達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：枝葉は割愛しても、

基本の原理や概念を理解してもらうことを大事にした。また、

パワーポイントと板書を併用して講義を行ったが、毎回まと

めの資料を印刷し配布した。また、講義の最重点項目を理解

しているかどうか、毎回、小試験を行い、答案は採点の上次

回の講義開始前に学生に返却した。この小試験は、受講学生

を５グループに分け、グループ同士では教えあって良いとい

う条件で行い、さらに採点結果をグループごとにランキング

を発表するようにした。これにより、学生が連帯感をもって

お互い教え合いながら、さらに講義のポイントを聞き逃さな

いようする意識が高まると同時に、教師側としては各学生が

どの程度講義のポイントを理解しているかを把握できるメリ

ットが得られた。 

なお、学生全体の成績が悪いケースでは、その回の講義内容

自体に問題があったと判断し、次回の講義で補足説明をする

ように心がけた。また、今年度よりは、毎回数十問の宿題を

課し、次回の講義前に解答解説を配布した。 

４）教えるために使った時間：週１回、半期 15 時間に加え、

補講を 1 回行った。さらに相当程度、マンツーマンでの指導

を行った。資料作成には、講義毎に数日の労力をかけた。 

 

担当科目：放射線科学（植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：薬学・医学分野で不可欠な

放射線，放射性同位体に対し、物理的・化学的基礎、医学・

薬学への応用、生体への影響について学習。  

２）目的達成状況：概ね達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：毎講義でホームワ

ークを課し、翌講義で詳細な解説を行った。講義では、出来

るだけ平易で具体的な説明を心がけた。 

４）教えるために使った時間：講義の準備、課題作成と採点

等に数日/講義を使った。 

 

担当科目：生物統計学（伊藤悦朗） 

１）教育達成目標とその妥当性：基本的な生物統計学の手法

を学び、それがどのように臨床で応用されているかを理解す

ることを目標とした。また、疫学についても範囲に入れた。 

２）目的達成状況：目標は達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：完全にアクティブ

ラーニング（チームベーストラーニング）で授業を展開した。

また、現在はコンピュータソフトウエアが発達しているため、

データの解釈さえ正確にできれば、あとはコンピュータの使

い方だけが問題となる。そこで実際の授業にも、ＰＣルーム

のパソコンを利用し、ソフトウエアを駆使して統計学の勉強

に励んでもらった。 

４）教えるために使った時間：正規の１５回分の授業を行っ

た。 

 

担当科目：事前学習（伊藤悦朗、岸本泰司、植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：病院・薬局の実務実習を円

滑に行うために、調剤および製剤、服薬指導などの薬剤師職

務に必要な基本的知識、技能、態度を習得する必要がある。

そこで、講義、演習、SGD、ロールプレイ及び調剤実習を行

った。 

２）目的達成状況：目標は達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：SGD やロールプレ

イへの積極的な参加を促すように努めた。 

４）教えるために使った時間： オムニバス形式で各教員が３

時間担当した。 

 

担当科目：病院実習ならびに薬局実習（岸本泰司、植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：病院薬剤師の業務と責任を

理解し、チーム医療に参画できるようになるために、調剤お

よび製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関する基本的知識、

技能、態度を修得することを目標とする。また、薬局の社会

的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるた

めに、保険調剤、医薬品などの供給・管理、情報提供、健康

相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、

技能、態度を修得することを目標とする。 

２）目的達成状況：薬学科（６年制）出身者として必要とさ

れる知識や技能を、実務を通して、すべて修得させた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：各教員に振り分け

られた５年生、ならびに講座配属されている５年生に対して、

実務実習がスムーズに進むように、指導薬剤師との間で教育

内容の進捗状況を調整した。 

４）教えるために使った時間：病院または薬局に都合３回訪

問した。また月に１回、講座の５年生には集まってもらい情

報交換した。 

 

担当科目：生物実習（岸本泰司、伊藤悦朗） 
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１）教育達成目標とその妥当性：生化学・生理学実験を通し

て実験機器の取り扱い、生体のメカニズム、レポート作成法

について学習する。モル濃度の計算や緩衝液の理論などから

溶液の基本的性質を理解し、実際の生理食塩水の調製を行う

ことで、種々の実験器具・測定装置の用途や使用法を学ぶ。

また、モデル細胞を用いた実験と講義から、細胞膜の性質を

理解する。さらに、一連の実験を通して、数値データの取り

扱い、客観的な図表の作成、論理的な文章（レポート）作成

ができるようすることを目的とした。 

２）目的達成状況：おおむね達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：実験生物や実験機

器の取り扱いについて、できるだけきめ細やかに個人指導を

行った。また、ただ手を動かすだけではなく、なぜこのよう

な実験を行う必要があるのか、その目的意識の自覚化を促進

するようにした。 

４）教えるために使った時間：一日２時間分を２週間ほぼ毎

日に集中して開講した。実習の都合上、終了時間が延長にな

ることも多くあった。 

 

担当科目：化学実習（植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：薬学において基盤となる化

学について、実習を通じて学ぶ。  

２）目的達成状況：達成できた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：実験前の説明では、

実験の意味、意義および注意点を中心に説明した。実験後に

も説明を行い、観察した現象、得られたデータの解釈につい

て詳細に解説した。 

４）教えるために使った時間：実習は３〜４時間/回で、毎回

の準備にも前日・当日合わせて１〜２時間程度使用した。 

 

担当科目：特別実習（伊藤悦朗、岸本泰司、植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：これまでの講義や実習で修

得してきた知識と技能を、自ら考えて手を動かすことによっ

て活用•応用できるようになるために、教員やスタッフ全員が

関わって指導する、いわば「卒業研究」である。夏休み、冬

休み、春休みの期間を重点的に活用して、指導を行った。 

２）目的達成状況：科学の奥深さを各自の研究テーマの中で

実体験するとともに、薬学部出身者として必要とされる知識

や技能を、研究の過程で修得した。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：講座配属された３

年生以上の学生を、教員とスタッフに振り分けて、一緒に実

験を行った。薬学部３・４年生は講義・実習・試験が多すぎ

るため、なかなか思うように時間が取れないこともあった。 

４）教えるために使った時間：昼夜問わず、休みの日も関係

なく本実習は進められた。 

 

担当科目：総合薬学演習（岸本泰司、植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：薬剤師国家試験の対策講義

として開講され、前期は「基礎薬学」を、後期は「基礎薬学」

から「医療薬学」までを通して学ぶことが目標である。とく

に前期は、午前中が講義で午後は演習という形式を用いて、

学習効果を上げることを狙っている。 

２）目的達成状況：国家試験に必要な内容は一通り教えるこ

とができた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：授業回数が多すぎ

て、授業や演習試験の復習の時間が十分に取れず、学生は自

分の頭の中を整理できていないように思われる。国家試験の

問題の中には、過去に出題された問題とよく似たものが 

出題されることがあり、復習は重要である。今後の改善が望

まれる。 

４）教えるために使った時間：オムニバス形式。 

 

担当科目：卒業実習（伊藤悦朗、岸本泰司、植木正二） 

１）教育達成目標とその妥当性：薬剤師国家試験の対策講義

として開講され、前期は「基礎薬学」を、後期は「基礎薬学」

から「医療薬学」までを通して学ぶことが目標である。とく

に前期は、午前中が講義で午後は演習という形式を用いて、

学習効果を上げることを狙っている。 

２）目的達成状況：国家試験に必要な内容は一通り教えるこ

とができた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：授業回数が多すぎ

て、授業や演習試験の復習の時間が十分に取れず、学生は自

分の頭の中を整理できていないように思われる。国家試験の

問題の中には、過去に出題された問題とよく似たものが 

出題されることがあり、復習は重要である。今後の改善が望

まれる。 

４）教えるために使った時間：オムニバス形式。 

 

管理・運営に係ること 

委員会など 

1. 伊藤悦朗 予算委員会委員長、初年次教育委員会委員長、

センター試験学部担当者、全学外部資金獲得プロジェク

ト学部担当者。 

2. 岸本泰司 国試対策委員会委員、OSCE 委員会委員、教

職課程委員会学部担当者、CBT 委員会委員、評価•FD 委

員会委員、四国全薬学部連携•物理 FD 委員会委員、薬学

教育協議会・物理化学系教科担当者、第 100 回薬剤師国

家試験問題検討委員会「物理•化学•生物」部会委員 

3. 植木正二 入学前教育委員会委員、就職委員会委員、入

試委員会委員、放射薬学教科担当委員。 

 

オープンキャンパス 

1. 伊藤悦朗 オープンキャンパスの体験学習担当。 

2. 岸本泰司 オープンキャンパスの体験学習担当。 

3. 植木正二 オープンキャンパスの体験学習担当。 

 

高校訪問による分野別ガイダンス、出張講義、ならびに高校

生や高校教員の外部研修の受け入れ 
1. 伊藤悦朗 多数。 
2. 植木正二 サイエンスキャンプ、入学前スクーリング。 
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教 育 分 野  

解 析 化 学 講 座  

Laboratory of Analytical Chemistry

教員 

教授 山口健太郎 着任年月日：2004 年 4 月 1 日 

最終学歴：1975 年 3 月電気通信大学卒業。薬学博士（東

京大学） 

前職：千葉大学准教授 

 

講師 川幡正俊 着任年月日：2006 年 4 月 1 日 

最終学歴：2006 年 3 月徳島文理大学大学院博士課程修了。

博士（薬学） 

千葉大学大学院医学薬学府総合薬品科学専攻出身 

 

助教 駒川晋輔 着任年月日：2013 年 7 月 1 日 

最終学歴：2009 年 3 月東京理科大学大学院理学研究科学

専攻博士後期課程修了。理学（博士） 

 

研究補助員 弘瀬由香里 着任年月日：2014 年 12 月 1 日 

最終学歴：2002 年 3 月横浜市立大学卒業 

教育の概要 

分析化学 1：川幡正俊 

到達目標：今日の医薬品分析は様々であり、その技術体系も

多岐にわたっている。これらの分析技術のうち、分析

化学の基礎，基本的な定量分析の他、分光機器分析に

ついて学び、基本的な薬品分析法についてその概要を

理解する。 

方策：分析は実際に実験をしないとイメージしにくい分野で

あるが，講義では装置写真やスペクトル例を例示する

工夫をした。毎回の小テストおよび講義時間内の問題

演習により，知識の定着を促した。中間テストを実施

し，理解度を確認させた。大教室であったので，パワ

ーポイントとプリント配布での解説が中心になった。 

達成度：小テスト得点率はおおむね良く，復習と知識定着が

できていると考えられる。中間テスト結果は，学生学

力分布が広すぎるため，対策が必要。 

 

分析化学 2：山口健太郎 

 物質の性質は、構成要素である原子や分子の配置に関連づ

けて考えると理解し易い。これは、原子の配列と状態、

およびお互いの結合形式に深く関係しているからであ

る。また、原子配列は結合の特性に大きく影響されや

すく、特に明確な方向性を持つ共有結合は分子の構造

に関係している。原子の配列の観測、決定に基づく分

子構造解析の手段として種々の物理分析的手法が生み

出されてきたが、これらの基礎となる分光学について

の理解が重要である。一方、分子の構造に大きく関わ

る事象として対称性がある。これは自然科学にとどま

らずほとんどすべての領域に見出すことができる普遍

的性質の一つで講義目的あり、分子構造の理解にとっ

ても特に重要である。分析化学 2 では、前半に分光学

の基礎的事項およびこれに基づく分析法にいて述べた。

さらに、後半では分子構造に関連の深い対称性につい

て、結晶構造を含めて論じた。 

 

分析化学 3：山口健太郎 

 物理分析手法は NMR、X 線解析および質量分析等の先端機

器分析を中心に発展し、現在では複雑な生体分子の分

析に欠かすことが出来ない。分析化学 3 ではこれら大

型機器分析による生体分子の分析に焦点を絞り、試料

調整や具体的な測定手順、および解析結果の解釈につ

いての詳細を理解できるよう授業を進めた。また、薬

学領域における大型機器を用いた生体分析について系

統的に理解を深めることにより、種類の異なる構造解

析システムを横断的に連結した新しい方法論を展開し

た。 

 

分子計算化学：山口健太郎、  川幡正俊 

到達目標：理論化学に基づくコンピュータを利用して行う

種々の化学現象のシミュレーションは，薬品分子設計

や実験事実の検証においても重要なツールとして認識

されている。講義では，理論的背景と実習を通じて計

算化学を理解する。 

方策：量子化学を広く浅く扱うため，プリントを作成して要

点がつかめるようにした。最後に講義内容に関するレ

ポートを課し，理解を深めてもらった。 

達成度：計算化学の薬学への実践には，実習や応用例の解説

の時間を増やす必要があると考えられる。 

 

有機化合物構造決定法：山口健太郎、  川幡正俊 

到達目標：有機化合物の構造決定には、様々な装置による分

析が必要である。そこで元素分析、NMR、質量分析、

紫外吸収および赤外吸収の各スペクトルデータから、

有機化合物の構造を決定するために必要な知識を学ぶ。

また習得した知識をもとに、構造決定の演習を行い、

理解を深める。 

方策：演習用プリントを配布して，黒板で学生と共に解きな

がら解説した。各分光法の詳細の講義も実施した。 

達成度：各種スペクトルの見方，および総合的に分子構造を



解析化学講座 

 

決定する方法を，数多くの演習から習得できたと考え

られる。実習や群論を利用したスペクトルの解釈を試

みたい。 
 

管理・運営に係ること 

山口：薬科学科長 

山口：教務委員会委員長 

山口：大学院委員会委員長， 

山口：機器・設備管理委員会委員長 

山口：中央機器室管理委員会委員長 

山口：防災委員会委員長 他 
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教 育 分 野  

有 機 化 学 講 座  

Laboratory of Organic Chemistry

教員 

准教授 富永昌英 着任年月日：2005 年 4 月 1 日 

最終学歴： 2000 年 3 月東京大学大学院博士課程 単位取

得満期退学。同年 5 月博士（工学） 

前職：東京大学大学院工学系研究科応用化学専攻 助手 

 

教育の概要 

担当科目：有機化学１、有機化学２、反応有機化学、物理化

学実習（解析化学講座と分担） 

 

担当科目：有機化学１（二年前期） 

到達目標：生体は有機化合物によって成り立っており、それ

らの変化によって生命が維持されていることを理解するため

の基礎として、有機化学の基本的な理論、有機化合物の構造

とその表記法、アルケン・アルキン化合物、ハロアルカン、

アルコール・エーテル類の性質と反応について学ぶ。有機化

学が薬学における他の多くの科目に関連していることを認識

し、その理解に必要な有機化学の基礎を習得する。 

目的達成状況：CBT 対策の導入において、多くの学生の理解

度が高くなっているように見受けられる。ここ数年の中で比

較的成績は良好であり、内容の習熟度も高かった。 

方策：講義、演習、質問時間を組み合わせ、学生の理解度を

把握するようにした。今年度から、各レベルに対応した有機

化学１の習得方法と時間配分の説明を行った。宿題と演習は、

CBT・国家試験レベルの選択・記述問題を中心に行った。 

教えるために使った時間：１講義準備に３時間、演習作成に

３時間、質問時間は講義後の午後に集中する傾向にあり、平

均して一人１０～１５分程度である。 

 

担当科目：有機化学２（二年前期） 

到達目標：生体は有機化合物によって成り立っており、それ

らの変化によって生命が維持されていることを理解するため

の基礎として、芳香族化合物、アミン誘導体、カルボニル化

合物の構造とその反応性について学ぶ。有機化学が薬学にお

ける他の多くの科目に関連していることを認識し、その理解

に必要な有機化学の基礎を習得する。 

目的達成状況：CBT 対策の導入において、多くの学生の理解

度が高くなっているように見受けられる。ここ数年の中で成

績は比較的良好であり、内容の習熟度も高かった。 

方策：講義、演習、質問時間を組み合わせ、学生の理解度を

把握するようにした。今年度から、各レベルに対応した有機

化学１の習得方法と時間配分の説明を行った。宿題と演習は、

CBT・国家試験レベルの選択・記述問題を中心に行った。 

教えるために使った時間：１講義準備に３時間、演習作成に

３時間、質問時間は講義後の午後に集中する傾向にあり、平

均して一人１０～１５分程度である。 

 

担当科目：反応有機化学（三年前期） 

到達目標：有機化学が薬学における他の多くの科目に関連し

ていることを認識し、基礎有機化学１・２、有機化学１・２・

３で習得した有機化学の基礎を用いて、より発展的な内容の

理解を目標とする。 

目的達成状況：１・２学年での有機化学に関する内容を確認

することができ、CBT 前に有機化学の苦手意識を払拭するこ

とができた学生が多数であった。全体的に難易度の高い項目

の習熟度がやや低かったように思われる。また、複合問題も

今後、演習の時間を増加する必要があると思われる。過去五

年間の中では最も習熟度が高かった。 

方策：講義、演習、質問時間を組み合わせ、学生の理解度に

応じた速度で講義を行った。宿題と演習は、国家試験レベル

の選択・記述問題を中心に実施した。各レベルに対応した反

応有機化学の習得方法と時間配分について説明を行った。 

教えるために使った時間：１講義準備に３時間、演習作成に

３時間、質問時間は講義後の午後に集中する傾向にあり、平

均して一人１０～１５分程度である。 

 

担当科目：物理化学実習（二年後期） 

到達目標：本実習では有機分析に必須とされる各分析機器の

原理と取扱や各種スペクトルデータの解析について知識を深

め、分子計算化学を通じて分子構造を理論的に解釈すること

を学ぶ。また各種ウェブによる情報検索および各種コンピュ

ーターソフトウェアを利用したレポート作成・プレゼンテー

ションについての技能を修得する。 

目的達成状況：レポートやスペクトル演習・発表を通して、

実習の各項目の理解度・習熟度は例年に比較して高かった。 

方策：体感的学習に重点を置いて少人数にグループ化し、研

究レベルで用いる最新の分析機器の利用を積極的に行った。

化合物の合成からスペクトル測定および構造解析まで、また

ＰＣを用いた計算化学やプレゼンテーション作成について、

一人一人が実際に体験できるよう、設備の準備および実習プ

ログラムの構成を行った。 

教えるために使った時間：１実習準備に約５時間、質問時間

は実習終了後に集中する傾向にあり、平均して一人１５～３

０分くらいの時間を使っている。 
 

管理・運営に係ること 

富永：入試委員、大学院委員、ＣＢＴ委員 
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教 育 分 野  

医 薬 化 学 講 座  

Laboratory of Medicinal Chemistry 

教員 

 

准教授 藤島 利江 

   博士（薬学） 

 

教育の概要 

 

担当科目：医薬化学（藤島） 

１）教育達成目標とその妥当性：医薬品の開発過程および医

薬品(作用薬)の作用機序の概略を有機化学的視点から概説し、

生体と医薬品との相互作用の基本的知識を修得する．さらに、

国家試験に必要と考えられる基本骨格の名称と代表的な薬理

作用を論述する． 

２）目的達成状況：試験結果から判断したい． 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：板書に努めた．さ

らに，重要点を繰り返すように努める．  

４）教えるために使った時間：１講義約 10 時間（プリント, web 

test 作成時間も含む） 

５）その他：次年度に控えた CBT に備え，形式に慣れてもら

うため，web test を毎回 upload して自由に学習できるように

した．アクセスは１回の web test あたり 10 名ほどであった．

問題・解説も印刷して配布した．当初の意図に反し，web test

よりも配付プリントで取り組む学生が圧倒的に多かった． 

 

担当科目：医薬化学２（藤島） 

１）教育達成目標とその妥当性：生体分子の機能と医薬品の

作用を化学構造と関連づけて理解するため、生体成分の基本

構造とその化学的性質に関する基本的知識を修得する．また、

医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するため、医薬品

に含まれる代表的な化学構造単位とその性質に関する基本的

知識を修得する． 

２）目的達成状況：講義・web test 成績から判断すると学生は

非常に刺激を受けており，科目としての目標は達成したと考

えられる． 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：板書に努め、重要

点を繰り返し、繰り返し説明する． 

４）教えるために使った時間：約 10 時間（プリント作成時間

も含む） 

５）その他：教科書の内容では、理解が困難と考えられると

ころがあるので、プリントを用意し、学生の理解を助ける． 

担当科目：有機化学３（藤島） 

１）教育達成目標とその妥当性：生体を構成する分子、生理

活性を持つ分子など、生体関連物質としての有機化合物のは

たらきを、立体構造、及び官能基の特性から理解する．有機

化学 1〜2 で学んだ事項の復習、及び CBT や薬剤師国家試験

に向けた演習． 

２）目的達成状況：試験結果，小テストやアンケートより判

定すると、概ね達成したと考えられる．有機化学に関して，

学生の学力や取り組む姿勢にばらつきがあるため，講義内容

を最適なレベルに設定することは難しいと感じている． 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：１年次使用のブラ

ウン基本有機化学を使用し、CBT や薬剤師国家試験を用いた

実践的形式に加え、有機化学反応における電子対の動きを矢

印で示すことができるかどうか試験する小テストを適宜行っ

た．昨年度に初めて取り入れた中間試験は，学生の習熟度と

負担を考慮し，今年度は行わなかった．一方，CBT 形式の小

テストを増やし，基礎の確認ができるようにした． 

４）教えるために使った時間：１講義約 5 時間（プリント作

成時間も含む） 

 

担当科目：薬品合成化学（藤島） 

１）教育達成目標とその妥当性：有機化学１〜３，反応有機

化学で学んだ有機化学の知識を基盤とし，基本的な分子設計

から実際の有機合成手法までを学ぶ．有機合成を考える際に

有効な「逆合成」という考え方を引き続いて学び，目的化合

物の合成に応用できる能力を身につける． 

２）目的達成状況：講義の取り組みやレポートより判定する

と、概ね達成したと考えられる．  

３）教育内容面での取り組みと改善方策：ブラウン基本有機

化学を用いた有機化学の復習からはじめ，現在の研究テーマ

への応用を概説した．受講生は薬科学科のみの少人数であっ

たので，テーマに沿って調べた結果を発表する形式の課題を

レポートとして与えた． 

４）教えるために使った時間：１講義約 8 時間（プリント作

成時間も含む） 

 

担当科目：化学実習（藤島） 

１）教育達成目標とその妥当性：薬学において基盤となる「化

学」について、実験を通じて学ぶ．有機化学実験の基本とな

る操作法を身につけた後、医薬品を化学構造から理解するた

めに、官能基の検出法、化学合成法について実習を行う． 

２）目的達成状況：実験レポート作成状況、及び実習試験結

果より判定すると、２年次の初回実習としての目的は、概ね

達成したと考えられる． 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：モデルコアカリキ

ュラムを基盤として、これまでの授業で得た有機化学の知識

を生かし、まずは、実験の基本操作、実験ノート・レポート



医 薬 化 学 講 座  

の書き方を学んでもらう．その上で、基礎的な有機反応を用

いて、目的物の合成、単離精製までの技能を発展させる、幅

の広い実験実習である．また、有機化学の基礎でもあり、薬

剤師国家試験にても頻出の官能基検出法を実習する． 

４）教えるために使った時間：１実習約 10 時間（プリント作

成時間も含む） 

 

担当科目：特別実習，卒業実習，総合薬学実習（藤島） 

１）教育達成目標とその妥当性：講座配属し、講義や薬学実

習で修得した知識と技能を、自ら考えて手を動かすことによ

って活用できるようにする．有機化学・医薬品化学を各自の

研究テーマの中で実体験すると共に、薬剤師として必要とさ

れる知識や技能を、調査研究の過程で修得する．卒業試験，

薬剤師国家試験を突破できる学力を身につける． 

２）目的達成状況：基礎的な有機化学実験を通じて，有機化

合物の合成法・精製法を身につけた．薬剤師国家試験対策で

は，演習試験や卒業試験の結果をみると，当初の目標は概ね

達成されたと考えている． 

３）教育内容面での取り組みと改善方策：夏休み、冬休み、

春休み、講義や実習のない期間を重点的に活用して、指導を

行った．各自の興味にしたがったテーマを選び，個人または

グループで有機化学実験を行った．また，卒業試験，薬剤師

国家試験に向けた有機化学の勉強会を開催し，個別指導を行

った．今後も，学生の学力レベルや特性に合わせた指導を行

うとともに，学生自ら調べた結果を発表し議論する「スモー

ルグループディスカッション」を積極的に取り入れたいと考

えている． 

４）教えるために使った時間：１実習１日あたり 8−10 時間 
 

社会貢献 

  

管理・運営に係ること 

藤島： 

人権教育推進委員，物質管理委員長：実験廃棄物担当（香川

薬学部），OSCE 委員（香川薬学部），CBT 委員（香川薬学

部），入試委員（香川薬学部）, 国家試験対策委員（香川薬

学部），薬学共用試験センター派遣 OSCE モニター員  

その他、新聞報道等 
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教 育 分 野  

生 薬 ・ 天 然 物 化 学 講 座  

Laboratory of Pharmacognosy and Natural Products Chemistry

教員 

教授 代田 修 着任年月日：2013 年 4 月 1日 

香川薬学部着任年月日：2004 年 4 月 1日 

最終学歴：1994 年 3 月東京薬科大学大学院薬学研究科薬

学専攻博士後期課程修了。博士（薬学） 

前職：国立医薬品食品衛生研究所生薬部主任研究官 

助教 安元 加奈未 着任年月日：2005 年 4 月 1日 

最終学歴：2008 年 5 月徳島大学大学院薬学研究科博士後

期課程修了。博士（薬学） 

教育の概要 

担当科目：薬用資源学（代田） 

【1】創薬と薬用資源の歴史的役割 

【2】薬用資源の有用成分、有毒成分 

【3-4】植物の形態 

【5】植物に由来する薬用資源；光合成 

【6-7】植物の分類と科の特徴 

【8】薬用植物の分布、保存、栽培と育種 

【9-10】植物バイオテクノロジー 

【11】植物の遺伝子鑑別 

【12】動物・鉱物に由来する薬用資源 

【13】微生物に由来する薬用資源 

【14】海洋生物に由来する薬用資源 

【15】農薬、香粧品、食品添加物、サプリメント 

１）教育達成目標とその妥当性 

天然資源から医薬品を開発する時、また、天然資源そのもの

を医薬品として用いる時に不可欠なことは、資源となる素材

の本質を正しく把握することである。本講義では植物の形態

を基礎知識として分類体系を学び、「種」の認識を明確にする。

また、これらの資源の保存・保護の意味を学び、薬用資源の

問題点と将来性を考える。本講義は、生薬学、天然物化学の

基礎となる。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できたと思われる。しかし、まだまだ改善の余地が

あり、内容が古いままの部分は早急に改善が必要と考えてい

るが、取り組む時間が無い。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

講義の終わりには、その時間に講義した内容について、意見、

感想、思ったことなどを書かせることで出欠を取った。 

４）教えるために使った時間 

週 1 コマ。半期 15 コマ（1.5 単位）。準備に 1 コマ当たり 2,3

日間掛かった。 

５）その他 

製本した補助資料を作成し、使用している。本講義では、高

校において生物を履修してこなかった学生を含め、薬学を学

ぶ上で必要な初期の知識を持たせることも兼ねている。 

 

担当科目：生薬学（代田） 

【1】総論Ⅰ：生薬の歴史；生薬の形態と使用部位 

【2】総論Ⅱ：生薬の成分；生薬の特徴 

【3】藻類、菌類、裸子植物を基原とする生薬 

【4-8】離弁花植物を基原とする生薬 

【9-11】合弁花植物を基原とする生薬 

【12】単子葉植物を基原とする生薬 

【13】動物・鉱物を由来とする生薬 

【14】生産と流通、品質評価 

【15】漢方薬の処方を構成する生薬、その他の利用 

１）教育達成目標とその妥当性 

古くから我々人類は、植物、動物、鉱物等の天然資源から病

気に対する「薬」を見つけ、その知識は現代まで伝承されて

きた。本講義では、日本薬局方収載生薬及びその他の医療の

現場で用いられている生薬の基原、含有成分、薬効及びそれ

らを基にした品質評価法を解説し、薬剤師、研究者として必

要な基礎的知識の習得を目指す。 

２）目的達成状況 

まだ慣れない科目のため、準備や講義の時間配分などに手間

取った。また、学生が低学年から CBT や国家試験を念頭に置

けるよう、CBT 形式の演習問題や国家試験の過去問の解説も

取り入れた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

CBT では、写真が掲示され生薬名を答える形式の出題がある

ことから、パワーポイントによる写真表示を活用した。 

４）教えるために使った時間 

週 1 コマ。半期 15 コマ（1.5 単位）。準備に 1 コマ当たり 2,3

日間掛かった。 

５）その他 

昨年度より担当しているが、人手不足などによる他の業務に

翻弄され、講義のバージョンアップや準備に十分な時間を取

ることが出来なかった。 

 

担当科目：天然物化学（代田） 

【1】天然物と医薬品開発 

【2】天然物研究法 

【3】天然物と二次代謝産物 

【4】糖質 

【5-6】脂肪酸とポリケタイド 

【7-8】芳香族化合物 

【9-11】テルペノイドとステロイド 



生薬・天然物化学講座 
【12-14】アルカロイドおよびその他の含窒素化合物 

【15】その他の特異な天然有機化合物 

１）教育達成目標とその妥当性 

生薬成分のように、植物や動物、微生物などが生産して、天

然に存在する有機化合物のことを天然有機化合物（略して、

天然物）といい、天然有機化合物について研究する学問を天

然物化学という。天然物化学は薬用資源学、生薬学を始めと

して、有機化学、機器分析学、衛生化学、生化学、薬理学な

ど幅広い学問分野に密接に関連している。本講義では、医薬

品のリード化合物などとして有用な天然有機化合物を中心に、 

その構造、起源、生合成、利用などについて講じている。 

２）目的達成状況 

概ね達成できたと思われる。しかし、新 SBO により、講義内

容の精査が今後の課題となる。 

１） 教育内容面での取り組みと改善方策 

講義においてはパワーポイントを使用しているが、その資料

を別途用意している。また、演習問題を与え、理解しておか

なければならない重要な点を確認させるように工夫している。 

２） 教えるために使った時間 

週 1 コマ。半期 15 コマ（1.5 単位）。準備に 1 コマ当たり 1,2

日間掛かった。 

５）その他 

製本した補助資料を作成し、使用している。出席の確認には、

演習問題を解かせて提出させることにより行っている。 

また、8 回目の講義以降に中間試験を実践している。 

 

担当科目：東洋医学概論（代田） 

【1】東洋医学 

【2】中国医学 

【3】漢方医学 

【4】漢方の治療体系、「証」について 

【5】病態と治療（1）「気・血・水」について 

【6】病態と治療（2）「陰陽、虚実」について 

【7】病態と治療（3）「寒熱、表裏」について 

【8】漢方の診察法、薬物学 

【9-11】疾患別漢方処方 

【12-13】漢方処方の成り立ちと配合生薬の特性 

【14】漢方薬の副作用、使用上の注意 

【15】漢方・生薬製剤の製造管理及び品質管理規則 

１）教育達成目標とその妥当性 

東洋医学、特に現代の医療の現場で広く用いられている漢方

医学・漢方処方について基礎的理解を得るために、歴史、診

断・治療、方剤学、疾患と漢方処方、薬効評価、使用上の注

意等を解説している。漢方方剤の適用に関しては「証」を正

しく認識することが必須とされており、本講義では薬剤師と

して必要な漢方医学知識を修得することを目標としている。 

２）目的達成状況 

まだまだ不十分であるが、一応一通りをこなすことができた

と考えている。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

講義内容の改修・改善が必要であり、時間が許す限り取り組

んでいくつもりである。国家試験の出題分野が変化しつつあ

るので、今後は、より具体的な講義内容を加える。 

４）教えるために使った時間 

週 1 コマ。半期 15 コマ（1.5 単位）。ほとんどを初めて受け持

ったため、その準備に 1 コマ当たり 4,5 日間掛かった。 

３） その他 

講義終了時の出欠取りで、その日の講義内容について質問や

確認事項を記載してもらった。 

 

担当科目：生薬学実習（代田、安元） 

【1】器具配付点検、直前講義、注意 

【2–3】生薬の外部形態、内部形態 

【4–5】代表的な薬用植物の観察 

【6–7】繁用漢方薬の体験 

【8–9】生薬の確認試験 

【10–11】生薬から指標成分の分離精製 

【12–13】生薬の純度試験 

【14–15】生薬の成分定量 

【16–17】定量解析、精油定量 

【18–19】未知検体の鑑別 

【20】器具点検回収 

１）教育達成目標とその妥当性 

漢方薬（漢方処方）を構成する生薬の外部形態、内部形態、

並びに薬用植物の形態を観察することで生薬・薬用植物鑑定

の基礎を養う。また、実際の漢方処方湯剤・軟膏剤の調製を

体験する。そして、日本薬局方収載生薬の確認試験、純度試

験、定量試験について実際に行って知識を習得する。さらに、

生薬からの成分の分離・精製を通じてクロマトグラフ法の原

理・手法を学ぶ。まとめとして、漢方方剤未知検体について

その構成生薬の鑑別を行う。 

２）目的達成状況 

目標は達成できた。本年度より実習の名称および単位数が変

更になったが、SBO に掲載されている内容および本実習の特

徴となっている内容をこなすため、必要コマ数よりも時間を

かなり掛けて行った。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

自作の実習書に実習項目、生薬の詳細な資料を組み込み、局

方における生薬の確認試験等の理解を促し、同時に生薬学・

天然物化学の復習を行った。動画カメラを用いて操作方法を

示すなど丁寧な指導を行った。 

４）教えるために使った時間 

3 週間、週 3 日、1 日 3 コマ。半期 20 コマ（1 単位）。項目毎

のレポートの提出に対しては評価基準を明示し、丁寧な指導

を行った。また、最後に筆記試験を課して記憶の定着を図っ

た。 

５）その他 

不足する教員数のため、準備、後片付けなどに苦労した。今

年度は編入生の為の補講を夏休みに 1 週間に行った。 
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担当科目：代替医療学（代田、外部講師：大倉多美子先生） 

【1】はじめに：東洋医学概論の復習 

【2】漢方薬と漢方治療１ 

【3】漢方薬と漢方治療２ 

【4】漢方製剤・生薬製剤 

【5】漢方薬局製剤 

【6】海外における代替医療 

１）教育達成目標とその妥当性 

漢方医学・漢方処方についての実践的な理解を得るために、

「証」の認識手法、処方箋に基づく医療用漢方製剤の調剤、

一般漢方製剤の服薬指導、薬局製剤について学習する。医療

現場で用いられる漢方処方選択のスキルアップを目指して、

実践的な治療体系を理解すると共に、漢方処方の構成につい

てより深く知識を習得することを目指した。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できた。本講義はアドバンスト科目であり、最初の

回に、東洋医学概論の復習を行い、その後日に慶應義塾大学

医学部先端医科研究所の大倉多美子先生による講義を集中講

義形式でおこなった。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

本講義は受講を希望する少数精鋭の学生しか受講しないため、

講義中は常に対話を交えて効果的に行った。 

４）教えるために使った時間 

半期 6 コマ（0.5 単位）。 

５）その他 

外部講師には東京から来て頂いた。 

 

担当科目：東洋医療薬学アドバンスト実習（代田、外部講師：

眞鍋励次郎先生、香川章宏先生） 

【1–4】病態と治療 

【5–16】漢方薬局実習（1） 

【17–28】漢方薬局実習（2） 

【29–30】まとめ 

１）教育達成目標とその妥当性 

漢方医学・漢方処方についての実践的な理解を得るために、

「証」の認識手法、処方箋に基づく医療用漢方製剤の調剤、

一般漢方製剤の服薬指導、薬局製剤について学習する。薬局

における漢方調剤を通じて医師の処方する漢方方剤及び様々

な剤型に触れ、漢方薬の服薬指導を修得する。一般漢方処方

について患者さんがどのような病態にどのような処方を選択

しているかを調査し、専門知識に基づく的確なアドバイスが

可能になること、また、「証」の診断法を体得することを目指

した。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できた。本講義はアドバンスト実習科目であり、香

川県薬剤師会の協力の下、漢方方剤を扱っている漢方薬局に

おける実地見学および高松漢方研究会への体験参加をした。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

本実習は受講を希望する少数精鋭の学生しか受講しないため、

現場での実習中は常に対話を交えて効果的に行った。 

４）教えるために使った時間 

半期 30 コマ（1.5 単位）。 

５）その他 

本実習は実際の漢方薬局にて漢方調剤体験を含めた内容が特

徴となっているが、受け入れ先となる漢方薬局の数が少なく、

また大学より遠方にあるため、日程調整や学生の移動などに

若干の苦労があった。 

 

担当科目：薬学概論（代田、分担担当 1 コマ） 

【1】薬学と医薬品：天然物医薬品 

１）教育達成目標とその妥当性 

薬学に入ったばかりの 1 年生前期に開講されている科目であ

り、薬学とはどのような分野であるかを学ぶ。担当している

1 コマでは、天然資源由来の医薬品に関連した内容を講義し

ており、今後の薬用資源学、生薬学、生薬学実習、天然物化

学、東洋医学概論、そして東洋医療アドバンストコースに向

けて、どの様な内容を学んでいくのかを認識してもらうこと

目的としている。 

２）目的達成状況 

目標は達成できたと考えている。内容が幅広く且つ多いので、

逆に 1 年生には良い刺激となっていると思っている。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

入学してきたばかりの 1 年生には、それまでの習熟度の違い

もあり、話の内容を十分に理解できない学生もいる様なので、

もう少し内容を精査し、簡素化していくことを考えたい。 

４）教えるために使った時間 

半期 1 コマ。 

５）その他 

一昨年度より担当しているが、人手不足などによる他の業務

に翻弄され、講義のバージョンアップや準備が出来なかった。 

 

担当科目：基礎薬学演習１（代田、分担担当 3 コマ） 

【1】薬用資源学１ 

【2】薬用資源学２ 

【3】薬用資源学３ 

１）教育達成目標とその妥当性 

1年生後期に開講されている薬学専門科目の演習科目であり、

担当しているのは薬用資源学についてである。講義の内容が

理解できているかを演習形式で行っている。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できたと思われる。今年度の 1 年生より開講された

科目であり、手探り状態で始めた。演習は単純 5 択で 35 問か

ら 40 問ぐらいを答えさせ、その後、解説を行った。勉強して

きた学生の出来は良かったが、全く勉強をしていなかった学

生はやはり出来が悪い状態であった。この演習を通して、学

生が勉強をしなければならないことを自覚して貰えれば良い

と考えている。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

今年度が初めてであったため、手探り状態であった。演習問

題のバージョンアップを検討したい。 



生薬・天然物化学講座 
４）教えるために使った時間 

半期 3 コマ。 

 

外部誌上発表 

［著書・訳書］ 

1. 代田 修 (2013) 分担執筆「最新天然物化学改訂第 2 版」

（編集 奥田拓男） 廣川書店. 
2. 代田 修 (2012) 分担執筆「パートナ-天然物化学改訂第 2

版」（編集 海老塚豊, 森田博史） 南江堂. 
3. 代田 修 (2011) 分担執筆「最新生薬学改訂第 2 版」（編集 

奥田拓男） 廣川書店. 

［邦文総説・解説等］ 

1. 代田 修 (2014).「生薬・天然物化学の研究 -脱法ハーブ（危

険ドラッグ）について-」, 香川県薬剤師会会誌 155: 
58-62. 

 

管理・運営に係ること 

代田：総務委員長、薬用植物園管理運営委員長、OSCE 副委員

長、予算委員、入試委員、化学物質管理支援委員、オープ

ンキャンパス（薬用植物園担当）、ファルマシア地区通信委

員 

安元：薬用植物園管理運営委員、オープンキャンパス（薬用

植物園担当）、学生委員、おへんろウォーク実行委員 
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教 育 分 野  

分 子 生 物 学 講 座  

Laboratory of Molecular Biology 

教員 

教授 宮澤 宏 着任年月日：2004 年 4 月 1 日 

最終学歴：1986 年 3 月東京大学大学院薬学研究科博士課

程修了。薬学博士 

前職：国立医薬品食品衛生研究所・遺伝子細胞医薬部・

室長 

元職：東京工業大学生命理工学部・助手、理化学研究所

細胞生理学研究室先任研究員、国立公衆衛生院・衛生薬

学部・室長 

 

准教授 喜納克仁 着任年月日：2004 年 4 月 1 日 

2012 年に講師から准教授に昇格。 

最終学歴：2002 年 3 月東京医科歯科大学大学院医学研究

科博士課程修了。博士（医学） 

1998 年 3 月京都大学大学院工学研究科合成・生物化学専

攻修了。修士（工学） 

前職：理化学研究所基礎科学特別研究員（細胞生理学研

究室） 

元職：日本学術振興会特別研究員（DC1） 

 

助教 小林隆信 着任年月日：2005 年 4 月 1 日 

最終学歴：2015 年 3 月東京理科大学にて論文により学位

取得。博士（薬学） 

  前職：東京理科大学大学院薬学研究科博士後期課程（中

退）   

教育の概要 

 

担当科目：生化学２（喜納） 

 昨年までの「生物科学２」より名前を変更し、それに伴い

内容を一部生化学１へ移行した。 

 生化学２では、生化学の中のエネルギーの基礎、エネルギ

ーの獲得、代謝について理解させる。将来的に医薬品の効果・

副作用の発生機構の理解および創薬に向けた医薬品設計のた

めの基礎知識として身につけるとともに、科学的に思考する

力を養うことを目的とする。実際の講義では、有機化学の反

応機構を復習・習熟させるため、共通する反応については極

力矢印つきで反応を解説している点を強調した。その際、指

導教員の専門分野の話もおりまぜた。 

 この科目については、範囲が膨大であるので、今マスター

すべきことをピックアップしたプリントを配付し、そこから

試験範囲とした。また物理系が弱い学生が多いので、酵素反

応速度論については、実際の実験での手法も含め、時間をか

けて丁寧に行った。 

担当科目：分子生物学（宮澤） 

 以前の「生物科学１」の後半の遺伝情報の維持・発現の部

分と分子生物学的解析法を含んだ新科目「分子生物学」が誕

生し、２年後期に開講した。 

 分子生物学では、生命の設計図である遺伝子を理解するた

めに、核酸の構造、機能および代謝に関する基本的知識を修

得し、染色体の構造や遺伝子の複製と維持される仕組みや、

設計図を基に生合成されるタンパク質の構造と働きに関する

知識を身につける。さらに、薬学領域で応用されているバイ

オテクノロジーを理解するために、遺伝子操作に関する基本

的知識を修得することをめざす。 

 学生の日頃の学習時間を確保させる目的で、講義終了時に

その日学んだ内容を整理するのに役立つ課題を出し、レポー

ト提出、あるいは、次の講義時間の開始時にミニテストを実

施した。また、採点後のミニテスト返却により、学生に自分

のできなかったところを確認させた。 

担当科目：化学療法学（宮澤） 

 化学療法は、病原微生物に化学物質を直接作用させ、病原

体の増殖阻止あるいは死滅させることによって感染症を治療

することをいうが、現在ではがん細胞に化学物質を作用させ

治療することも指す。この目的に用いる化学物質が化学療法

剤であり、感染症と悪性腫瘍という２大疾病に対する現代医

療の重要な治療薬である。化学療法学では、感染症や悪性腫

瘍に対する治療薬の作用機序、適用範囲、副作用について、

化学療法の歴史、「微生物学」や悪性腫瘍に関することをまじ

え講義した。また、病原微生物の薬剤耐性機構や抗悪性腫瘍

薬の耐性の問題についても言及した。 

 薬物の作用機序を通して、ヒトと微生物との代謝経路の相

違および薬物開発戦略についても言及した。代表的な薬物の

構造を理解させる目的で構造を識別する問題を含んだ小テス

トを行った。また、作用機序による分類と適用による分類の

２通りから薬物を紹介することで、理解を深めた。試験は、

薬物名を正確に覚えさせること、理解度を正確に判定するこ

とのため、選択式ではなく記述式を多く取り入れ、採点は部

分点を考慮した。 

担当科目：薬学概論（宮澤） 

 薬学概論の中の一コマで「生物学的医薬品〜とくに核酸医

薬品と細胞組織医薬品」というテーマで講義した。科学技術

の進歩とともに、医薬品の形態が変化してきている中、生物

学的医薬品の占める割合が増えていることを実例を示しなが

ら概説した。入学早々の学生に、生物学的医薬品の利点と注

意事項を示し、新しい時代の創薬研究に必要な心構えを喚起

した。 

担当科目：生物製剤学（宮澤） 



分子生物学講座 

 近年医薬品として生物製剤が多用されるようになってきて

いる。この講義では、生物製剤の種類、取扱い上の注意、問

題点を講義すると同時に、遺伝子組換え技術の基礎からゲノ

ム情報を利用した創薬、最新の細胞治療や再生医療などにつ

いても講義した。 

担当科目：ゲノム創薬（宮澤） 

 ヒトゲノム解析の結果から誕生した、ゲノム情報をもとに

新たな薬を創るゲノム創薬科学について、基礎となる知識・

手法から、最先端の現状まで講義した。４年生を対象に、将

来発展するであろうゲノム医療にも対応できる薬剤師をめざ

して、ゲノムの情報を利用して、新薬のターゲット分子がど

のように探索できるか、また個々人に有効で副作用の少ない

テーラーメイド医療がどのように展開するか概説した。さら

に、薬科学科の学生を対象に、実際に開発されている医薬品

の創薬過程を調査させ、調査結果の発表と討論によって理解

を深めるよう努めた。 

担当科目：化学 A（喜納） 

 高校で化学を選択していない学生もいることを前提に、ま

ず化学という学問が一番身近であり、現代の錬金術であるこ

とを解説した。また、この世のものは全て元素からなってお

り、それに周期性があること、元素の組み合わせによって分

子が生成することを学んだ。また「錬金術」の目的に重なる

という意味で最も重要な化学反応について、分子の組換えで

あることを述べた。こうした元素および分子の話の中で、代

表的な無機化学化合物や反応についてふれた。次に、医学で

行わず薬学で行なう学問は有機化学であることを述べ、有機

化学をマスターすることが、薬剤師が医者に唯一有利にたて

る点であることを述べ、有機化学はマスターしなければなら

ないことを意識づけることに最大限の努力を行なった。具体

的には安価な原料から高価な化合物（薬）を得るには何が必

要か、それは官能基変換と炭素鎖増大反応であることを述べ

た。その上で、単なる暗記科目ではなくするために、電子の

流れを記述する決まりや、共鳴の考え方について述べた。化

学 A で化学を好きになってもらうという意味をこめ、単なる

暗記科目でないことを一番理解してもらいかったために、試

験は持ち込み可とした。講義中に公文式の演習を課して、試

験問題の出典とした。これにより、学生は試験勉強をやりや

すくなったようではある。さらに、選択科目ということもあ

り、必修科目に比べて勉強しないことが予想されたので、試

験期間前に本試験１回目を行い、合格者は本試験期間に行う

本試験２回目の受験を免除することで、勉強させるモチベー

ションをあげた。 

担当科目：化学 B（喜納） 

 ２点について講義を行なった。（１）mol 計算はどの分野に

いっても、どの講座に配属されても必要となる概念である。

そのため、全員が質量％から mol 濃度を計算できるようにな

ることを目標とした。講義中に公文式の演習を課して、試験

問題の出典とした。これにより、学生は試験勉強をやりやす

くなったようではある。（２）化学 A では覚えることを要求し

なかったが、化学 B では化学 A の項目をしぼった上で、それ

を覚えさせるため、持ち込み不可の試験を行った。教科書は

化学 A と同様のものを使用した。選択科目ということもあり、

必修科目に比べて勉強しないことが予想されたので、試験期

間前に本試験１回目を行い、合格者は本試験期間に行う本試

験２回目の受験を免除することで、勉強させるモチベーショ

ンをあげた。 

担当科目：放射線生物学（喜納） 

 診療放射線学科の科目である。放射線が生物に与える影響

について講義した。また、担当者の専門分野の話も行った。

講義では特に、専門家としての一般人からの「放射線って危

ないんですか？」という質問に答えられるように繰り返し解

説した。法令の基準の意味と食品での基準の意味、自然放射

線については、繰り返し解説を行った。放射線ホルミシスに

ついても軽くふれた。 

担当科目：放射線衛生学（喜納） 

 診療放射線学科の科目である。放射線生物学を踏まえ、一

般人に対するプロの心構えについて、放射線とのつきあいを

どう伝えるのかについて、講義した。原子力発電のこれまで

と今後についても、解説した。 

担当科目：文理学（喜納担当分） 

 文理学１５コマのうち、１コマを使って、図書館の使い方を

実践形式で説明した。開催時期も通常設定の時間とは別に設

定し、４月のなるべく早い時期に開催するようにした。なる

べく入学したての時期に行うことで、図書館をスムーズに抵

抗なく使って頂くこと、高校とは違うこれぞ大学の図書館と

いうのを知ってもらうことを狙いとしている。 

担当科目：生化学実習（宮澤・喜納・小林） 

 生物科学は生命現象を分子の挙動として理解しようとする

学問であり、近年めざましく発展し、老化や疾病を含めたあ

らゆる生命現象を理解する上で基礎となる重要不可欠な学問

となっている。この実習では、生命の設計図である遺伝子が

複製増幅されるしくみとプラスミド作成のしくみを実体験し

てもらう。題材として、アルコール分解酵素の遺伝子を髪の

毛から抽出・増幅させ、アルコールの耐性と関連させる。 

・通常の講義と違いを出すため、極力情報を与えないように

し、自ら情報を集めて、考察させることに重点を置いた。学

生からの質問の内容が、よく考察できていない・情報を収集

していないことにもとづくものとわかった場合には、こちら

から逆に関連する質問を返して考察させるよう努めた。 

・レポートは２回提出とし、計画立てて行わせることをねら

いとした。 

・レポートの採点は考察のみを重視し、答えが正しくはなく

ても論理的に書けており人と異なったことを記述していれば

ボーナス点を加点した。 

担当科目：特別実習・卒業実習（宮澤・喜納・小林） 

 各人必ず異なる研究テーマを与え、普段の授業や国家試験

対策では培えない思考力・応用力および協調性を身につける

ことを目的としている。これは単なる薬剤師ではなく“使える
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薬剤師”をめざしている。また、教科書だけではなかなか身に

つけることができなかった知識を実際に体験させることによ

り、知識を吸収しやすいよう配慮した。夏休み、冬休み、春

休みの期間を重点的に活用して、指導を行った。５年次生は

病院実習、薬局実習の合間に指導した。 

担当科目：CBT 対策講義（喜納分担分） 

 CBT 試験（化学の分野）対策講義と演習を行った。CBT 対

策委員長からは、おおむね好評であったと聞いている。 

担当科目：博士課程の学生指導（宮澤・喜納） 

 研究者として独立できるよう、文献を読ませ、論文も極力

学生に書かせるようにしている。毎日個々に討論し、研究の

流れが間違った方向に行かないようにし、また全体の研究会

で総括する能力も身に付くよう指導している。現在２名が在

籍しているが、両者とも学術振興会特別研究員の身分となっ

ている。 

 

外部誌上発表 

該当なし 

 

口頭発表・学会発表 

1. 宮澤宏 「ウイルス感染症治療薬の創薬戦略」第 7 回三

大学学術交流会 2015.12.12、香川大学医学部 
 

管理・運営に係ること 

宮澤： 

（全学） 

徳島文理大学遺伝子組換え実験安全委員会委員長・香川薬学

部安全主任者、全学入試委員会委員、全学研究倫理教育委員

会委員、三大学連携推進委員会委員、大学間連携共同事業「四

国の全薬学部の連携・共同による薬学教育改革」事業推進委

員 

（香川薬学部） 

香川薬学部長、香川薬学部教務委員会オブザーバー、国家試

験対策委員会オブザーバー、将来計画委員会委員長、予算委

員会委員、附属薬局準備委員会委員長 

 

喜納： 

図書委員長、RI 委員長／放射線取扱主任者 

RI 委員長として、RI 教育訓練、および、診療放射線科と RI

実験室について種々の打ち合わせ  

放射線取扱主任者試験に関する学生からの問い合わせへの返

答 

合同教授会への参加 

入試問題作成 

 

小林： 

RI 委員／放射線取扱主任者 

RI 委員として、RI 管理業務（文部科学省、厚生労働省香川労

働局東かがわ労働基準監督署への提出書類作成、廃棄物管理、

施設点検等）、および、診療放射線科と RI 実験室について種々

の打ち合わせ 

広報委員 

 

その他、新聞報道等 

宮澤、小林：香川大学医学部３年生１名の課題実習受け入れ

（2016.2.8〜3.4） 
 
宮澤・喜納・小林： 
生化学実習に伴う、生化学実習書を印刷・販売 
 

 
 
、 
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教 育 分 野  

微 生 物 学 講 座  

Laboratory of Microbiology

教員 

准教授 大島隆幸  

最終学歴：筑波大学大学院農学研究科博士後期課程修了 

     博士(農学) 

前職：京都大学ウイルス研究所 博士研究員 

 

教育の概要 

担当科目：生化学 1（1 回生第 4 クオーター）、微生物学 1、

微生物学 2（2 回生前期・後期）（大島） 

 エネルギー代謝や遺伝子情報発現など、生命の活動の根源

となる生化学分野全般を講義している。具体的には、アミノ

酸、糖質、脂質、核酸の生合成および代謝に関して、その細

胞内での各経路における酵素群や遺伝子群を概説した。また

その異常が原因となる代表的な疾患を挙げるとともに、その

予防・治療法の概略について説明した。 

 また微生物学 1 および 2 では以下の点に関して概説した。

微生物とは肉眼で認められない小さな生物の総称である。人

類の歴史において、 微生物はさまざまな有用物質の生産に役

立ち、環境維持を含め地球環境を 創り出してきた。一方、あ

る種の微生物はヒト等に疾患をもたらす病原微生物として存

在し、病原微生物との戦いは今日もつづいている。本講義で

は、微生物学全般、 特に感染症の原因となる病原微生物を中

心に分類、構造と機能、代謝や遺伝様式、 病原性の発現機構

について講義している。 

 まず微生物学 1 では、学ぶ生物種の概論から主な細菌感染

症について、その病原性や感染の予防法、また治療薬の開発

等について概説した。主な学習項目は以下の通りである。 

 

[1] 微生物の歴史、分類・命名法 

[2] 微生物の構造と機能 

[3] 細菌の増殖と代謝 

[4] 遺伝 

[5] 細菌感染症 

[6] 細菌と食中毒 

[7] 微生物と医薬品 

 

 微生物学 2 では、ウイルス感染症、原虫感染症、真菌感染

症について、病原性や予防法、また治療薬の開発等について

概説した。さらに微生物を利用した遺伝子工学やバイオ医薬

品について、最新の情報も含めて説明した。主な学習項目は

以下の通りである。  

 

[1] 真菌感染症 

[2] 原虫感染症 

[3] ウイルス感染症 

[4] その他の感染症 

[5] 微生物と免疫 

[6] 滅菌と消毒 

[7] 薬剤耐性と院内感染 

[8] 微生物と遺伝子工学 

担当科目：微生物・生化学実習（2 回生後期）（大島） 

 微生物学に関する実習を担当し、無菌操作、選択培地によ

る主な細菌種の分離・同定、代表的な最近種の同定、グラム

染色、ディスク法による抗生物質の作用スペクトルに関する

各実習項目を行った。 

 また評価は実習への取組み態度、レポートにより行った。 

 

外部誌上発表 

該当事項なし。 
 

口頭発表・学会発表 

向井理紗、大島隆幸 
HTLV-1 bZIP factor による Cullin1 の機能抑制メカニズムの解

析 
第 2 回 日本 HTLV-1 学会学術集会、 
東京大学医科学研究所、2015 年 8 月 
 
久原麻斗、高木裕未、向井理紗、大島隆幸 
がん抑制因子 GCIP の機能制御における HTLV-1 bZIP factor の
役割 
第 2 回 日本 HTLV-1 学会学術集会、 
東京大学医科学研究所、2015 年 8 月 
 
向井理紗、丹由香里、田中雄也、大島隆幸 
HTLV-1 HBZ はCullin1と相互作用してMCL1タンパク質を安

定化させる 
第 63 回 日本ウイルス学会学術集会、 
福岡、2015 年 11 月 
 

管理・運営に係ること 

大島：大学院委員、評価 FD 委員、遺伝子組み換え実験安全

委員 

 

その他、新聞報道等 

該当事項なし。 

 



徳島文理大学 香川薬学部 教育・研究年報 第 10 号 2015 年 

教 育 分 野  

生 体 防 御 学 講 座  

Laboratory of Immunology

教員 

教授 岩田 誠 着任年月日：2005 年 5 月 1日 

最終学歴：1980 年 3 月東京大学大学院博士課程修了。薬

学博士 

前職：三菱化学生命科学研究所部長 

准教授 大岡 嘉治 着任年月日：2005 年 9 月 1日 

最終学歴：1993年 3月東京工業大学大学院博士課程修了。

理学博士 

前職：大阪大学医学部助手 

助教 中妻（横田） 彩 着任年月日：2006 年 8 月 1日 

最終学歴：2004 年 3 月北里大学大学院博士課程修了。博

士（医学） 

  前職：独立行政法人産業技術総合研究所・年齢軸生命工   

  学研究センター 第１号契約職員 

 

教育の概要 

＊2014 年のみ 

担当科目：免疫学１/免疫学（岩田 誠） 

 免疫系は、外部から侵入してきた細菌やウイルスからの攻

撃や、異常を生じた自己細胞による組織破壊から体を守る仕

組みである。この仕組みが、どのような構成要員によって、

どのような役割が担われ、どのように目的を達成しているの

か、基本的事項について解説した。その上で、この仕組みが

破綻した時に生じるアレルギーや自己免疫などの疾患につい

て概説した。免疫学は現代の生命科学に多くの示唆を与え、

様々な方法論誕生の契機を作った。その考え方を楽しみなが

ら身に付けられるように努めた。ほぼ毎回、その講義の要点

を問う復習テストを行い、教科書以外の資料としてハンドア

ウトも作成して配付した。 

担当科目：医療科学２（岩田 誠） 

 ３年生の必修教科として講義した免疫学の基礎に立脚して、

薬学科４年生に、その発展としての現代免疫学について解説

するとともに、環境要因や内的要因によって免疫系が攪乱さ

れた時に生じるアレルギー、自己免疫、AIDS などの免疫関連

疾患およびその治療法と治療薬について解説した。さらに、

免疫反応の臨床応用に関する実際と将来への展望について概

説した。 

担当科目：早期体験学習（分担：岩田 誠） 

 早期体験学習は、１年生または一部の編入生の必修科目で

あり、薬剤師が働く医療現場や職場を体験して薬剤師の仕事

の概要を学ばせ、その重要性と今後の薬剤師に期待される役

割について討議、発表させることにより、薬剤師になるため

の意識と意欲を高めることを目的とする。この早期体験学習

の責任者として、学生が実習先に出掛けるにあたっての注意

点と心構えを指導し、また、実習後のレポート作成の方法に

ついて講義した。さらに、他の数名の教員とともに、グルー

プディスカッションと成果発表を指導した。それぞれの実習

先へのスムーズな出発管理や、訪問スケジュールの急な変更

など、多くの困難はあったが、無事、全員が必要な実習を行

うことができた。その結果、多くの学生が薬剤師になるため

の学習意欲を大いに高めた。発表会などでその成果が示され

た。 

担当科目：医学英語（分担：岩田 誠、大岡嘉治、冨永貴志） 

 アドバンスト教育プログラム・先進薬学コースの学生が主

に選択する科目である。生物・医学系の英語文献を読んで理

解させ、医療現場で必要な英語を指導した。さらに、外部講

師として、海外で医療に関する研鑽を積み、実際に医療現場

で英語を用いて活躍している医師である香川大医学部・横田

恭子准教授を招き、薬剤師に必要な基本的かつ実用的な英語

会話を学ぶ機会を与えた。 

担当科目：臨床免疫学（岩田 誠） 

 免疫系は、外部から侵入してきた微生物、ウイルス、毒素

などからの攻撃や、異常を生じた自己細胞による組織破壊か

ら体を守る仕組みである。この仕組みが、どのような構成要

員によって、どのような役割が担われ、どのように目的を達

成しているのか、基本的事項について解説した。その上で、

この仕組みが破綻した時に生じるアレルギーや自己免疫など

の疾患について概説した。免疫学は現代の生命科学に多くの

示唆を与え、様々な方法論誕生の契機を作った。その考え方

を学びながら、免疫学の基礎知識を習得することを目指した。

ほぼ毎回、その講義の要点を問う復習テストを行い、教科書

以外の資料としてハンドアウトも作成して配付した。 

担当科目：衛生化学３（分担：大岡嘉治） 

衛生薬学分野の中から、特に環境衛生学について重点的に

講義を行った。近年、地球の温暖化、環境ホルモン、土壌・

水質・大気汚染等の地球環境問題が社会的関心を集めている。

これらの地球環境問題を理解する上で必要なヒトの生活活動

と地球生態系の関わりを解説するとともに、ヒトの生活活動

の維持が環境に及ぼす影響とそれを正しく評価する方法につ

いて習得することを目的として講義を行った。 

担当科目：分子遺伝学（薬理遺伝学）（分担：大岡嘉治） 

本講義では、古典的なメンデル遺伝学から最新の分子生物

学を基本に、薬に対する反応性に関わる遺伝的因子の重要性

を解説し、遺伝的要因が薬の効果や副作用の予知にどのよう

に利用されているか理解するよう努めた。 



生体防御学講座 
担当科目：衛生・免疫実習（分担：岩田誠、大岡嘉治、中妻

彩） 

 この実習の免疫実習部分を当講座で担当し、抗原の定義と

種類、抗体、補体、抗原抗体反応の特徴、試験管内抗原抗体

反応の種類について解説し、これらを利用したアッセイ法の

技術を習得させた。 

講座配属学生の指導（分担：岩田誠、大岡嘉治、中妻彩） 

 薬学科３年生、４年生、５年生及び６年生の特別実習また

は卒業研究を指導し、さらにそれぞれに応じた学習指導を行

った。 

 

口頭発表・学会発表 

＊2015 年のみ 

 

管理・運営に係ること 

岩田 誠：香川薬学部動物実験委員会委員長 

     早期体験学習委員会委員長 

     香川薬学部節電対策委員会委員長 

予算委員会委員 

     OSCE  学内評価者（香川校） 

オープンキャンパス体験学習フィジカルアセスメ

ント担当 2015 年８月 22 日 

大岡嘉治：教務委員 

国家試験対策委員 

国家試験問題検討委員会（衛生薬学部会） 

OSCE 誘導待機担当（香川校） 

実務実習訪問（香川県） 

オープンキャンパス体験学習フィジカルアセスメ

ント担当 2015 年８月 22 日 

中妻 彩：香川薬学部動物実験委員 

広報委員 

オープンキャンパス香川薬学部運営 2015年５月

２４日、６月２１日、７月１９日、８月２２日 
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教 育 分 野  

衛 生 薬 学 講 座  

Laboratory of Pharmaceutical Health Sciences

教員 

教授 野地 裕美（2013 年 4 月より） 

着任年月日：2006 年 4 月 1日（准教授） 

最終学歴：北海道医療大学薬学部卒業。 

博士（薬学）、薬剤師、臨床検査技師 

前職：北海道医療大学 助手 

准教授 竹内 一  

着任年月日：2013 年 4 月 1日(生体防御学講座から異動) 

最終学歴：東京大学大学院博士課程修了。博士(医学) 

前職：チューリッヒ大学 Postdoctrand 

助教 桐山 賀充 着任年月日：2005 年 4 月 1日 

最終学歴：北海道大学大学院薬学研究科博士課程修了。

博士（薬学）、薬剤師 

前職：McGill University Health Center 博士研究員 

 

教育の概要 (2015 年) 

担当科目（対象学年、講義時期：担当者）：衛生薬学１（２年、

後期：野地）・衛生薬学４（３年、後期：野地）・毒性学（４

年、前期：野地） 

 薬剤師の本来の役割は、医師や他の医療スタッフと共に公

衆衛生の向上と増進に寄与することである。 衛生薬学は、人

間集団全体の生命を病気から守り、その健康レベルの向上を

目指している学問領域である。 したがって、医薬品や生体成

分の反応性、医薬品の作用・動態・疾患との関わりや患者に

適した薬物の選択・用法・用量など、疾患の治療に関わる他

の領域の薬学教育とは異なって、衛生薬学では病気にならな

いようにするにはどうしたらよいかについて学ぶ予防薬学と

も呼ばれるユニークな薬学領域である。将来、薬学生が薬学

出身者として、あるいは薬剤師として社会に巣立った際には、

医薬品の専門家として社会に貢献することは当然であるが、

それと同時に食、生活習慣、生活環境と健康との関わりを理

解した「疾病を予防する健康の専門家」としても貢献しなけ

ればならない。 

「衛生薬学１」では、社会を対象として病気を予防し、健康

を増進する概念や方法、意義について学習すると共に、 健康

を脅かす感染症や生活習慣病からの予防について理解するこ

とを目的としている。したがって、生化学、微生物学、で学

習した内容や、日常的に新聞等で報道される保健衛生や公衆

衛生に関連した記事とも密接に関連しているので、これらの

内容も包含しながら講義をするように努めた。 

「衛生薬学 4」では、微生物、自然毒、カビ毒などの有害生

物による食中毒や食品添加物、農薬、工業製品さらに環境汚

染物質などの化学物質による食品汚染がヒトの健康に及ぼす

影響を理解する。さらに、食品の安全を守るための法制度と

化学物質の安全性評価とその規制について理解し、食品の安

全性と食品衛生に関する知識を習得することを目的としてい

る。 

本講義内容は、微生物学、衛生化学の講義内容と密接に関連

しており、それらと関連させながら講義を進めて行くと共に、

中毒症状やその解毒方法については、薬理学とも関連づけて

講義を行った。教科書を中心に講義を行ったが、ノート作成

の手助けになるようにイラストを交えたプリントを作成する

などの工夫を行った。 

化学物質は体内に吸収された後、組織に分布し、代謝変化を

受けて、体外に排泄される。生体内での代謝による化学物質

の変化は、医薬品や化学物質の薬理作用や有害作用の発現と

密接に関連しており、極めて重要である。 

「毒性学」の講義では、これらの点を踏まえて薬毒物の１）

体内動態、２）代謝に関与する酵素と反応機構、３）代謝に

よる薬効・毒性の変化、４）薬物代謝に影響を及ぼす因子、

５）薬物相互作用、さらに６）化学物質の毒性について、薬

剤学、薬理学、生理化学、生化学、有機化学で学習した内容

を関連づけながら電子黒板を用い、プリントを利用して解説

した。また、講義のはじめにミニテストを実施して学生の理

解度を確かめながら講義を進めた。 

 

担当科目：衛生薬学 2（担当者:竹内） 

健康維持に必要な栄養を科学的に理解し、食品中の栄養素

の種類と代謝、生理機能を説明できる。食品化学に関する基

本的な知識を理解し、食品の品質や機能について説明できる。

栄養素の過不足による主な疾病を列挙し説明できる。 

教育内容面での取り組み：授業内容を要約したプリントと

練習問題を作成し、内容を理解できるようにした。 

 

担当科目：文理学（担当者:桐山） 

初年次教育として、月曜から金曜日の 5 講義目に数学、物

理、化学、細胞生物学、生化学および機能形態学について 1

年生を対象として勉強会を行い、1年生の学力向上に努めた。 

 

担当科目：アカデミックスキル（担当者:桐山） 

一年生の様々な教科で出される課題などを用いて，チュー

トリアル形式で演習を中心に進めた。さらに、細胞生物学や

機能形態学に関しての補講を行い、学生の理解度の向上に役

立てるようにした。 

 

担当科目：エクスペリメントスキル（担当者:桐山） 



衛生薬学講座 

 薬学における実験の基礎となる実験機器の取り扱い、溶液

の作製、データ解析、およびレポート作成法について学習す

る。実際の生理食塩水の調整を行うことで、モル濃度の計算

や溶液の基本的性質を理解できるように、また、種々の実験

器具や測定装置の使用法が学べるように工夫した。さらに、

データの取り扱い、図表の作成、レポート作成ができるよう

にした。 

 

担当科目：衛生・免疫実習(担当者:野地、竹内、桐山) 

「衛生・免疫実習」では、（１）油脂の変質試験、食品添加

物試験の個別試験を実施して、食品の安全性と衛生管理など

に関する基本的知識と技能を修得する。（２）水道水の水質

検査、水質汚濁の主な指標の測定、主な大気汚染物質の濃度

の測定、室内環境を評価するための代表的な指標の測定を実

施して、環境汚染物質に関する基本的知識と技能を修得し、

環境の改善に向かって努力する態度を身につけ、人の健康に

とってより良い環境の維持と向上に貢献できるようになるこ

とを目的としている。 

各実習項目では、食の安全や環境汚染に関心を持つように、

身近な試料を用いて実験を行った。 

学生は、興味を持って実習に取り組み、目的は概ね達成さ

れたものと思われる。 

 

担当科目（対象学年、実施時期：担当者）：特別実習（4 年、

5 年通年：野地、竹内、桐山） 

「特別実習」では、講座に配属した 4 年生を対象に、本講座

の研究課題に関する実習を行った。本実習では、先ず、課題

の遂行に必要とされる実験手技を正確に実施できるように繰

り返し学習させた。これらの実験手技には、ピペッティング

操作、種々の緩衝液の作製、細胞培養用培地の調製、細胞培

養、細胞の計数、正立および倒立顕微鏡、蛍光顕微鏡下での

細胞の観察、培養細胞からの DNA や mRNA の分離精製、核酸

の寒天ゲル電気泳動による分離と精製、細胞の可溶化、細胞

内タンパク質のSDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動による

分離、Western ブロットによる細胞内タンパク質の検出、

polymerase chain reaction による発現遺伝子の増幅、

real-time polymerase chain reaction による mRNA の検出、

発現ベクターへの特定遺伝子の組込みと大腸菌への導入、増

幅された特定遺伝子の培養細胞への導入、化学発光法による

タンパク質の検出、などが含まれる。これらの実験手法の一

部分は、すでに３年生までの学生実習で経験しているが、未

習得の手法と併せて、個々の学生がより正確に操作すること

ができるように指導した。この実習を通じて、単に実験手法

を修得させるだけでなく、講座における日常生活や研究の遂

行に必要とされる心構え、実験結果の解釈のしかたと次のス

テップに進展させるための考え方、目標に到達できた際の達

成感など、座学や通常の学生実習では十分に学習したり感じ

ることができない部分についても指導することができ、学生

の向上心を醸成する上で役立った。 

 

担当科目（対象学年、実施時期：担当者）：卒業研究（5 年、

6年、通年：野地、竹内、桐山） 

「卒業研究」では、学生 1 人 1 人が本講座における研究課題

に個別に取り組んだ。研究を実施するにあたり、担当教員の

指導のもと、各人の研究テーマに関する情報を収集して実験

を行った。得られた実験結果を整理して取り纏め、研究室で

口頭発表させた。6 年生は、得られた結果を卒業論文として

まとめ、5 月に実施した卒業研究発表会でポスターにて発表

した。この卒業研究を通して、学生が課題に関する情報を収

集する力、情報をまとめる力、発表する力を向上させるだけ

でなく、担当教員と実験方法や実験結果に関するディスカッ

ションを通して、薬剤師として必要なコミュニケーション能

力や問題解決能力を育成する上で役立ったと考えられた。 

 

担当科目（対象学年、実施時期：担当者）：臨床栄養学（5年、

後期、アドバンスト教育：伊藤、野地、手島、竹内；外部講

師 黒川、篠永） 

 長期実務実習後に行うアドバンスト教育プログラムの講義

科目の一つである「臨床栄養学」では、実習で体得した経験

や知識をさらに発展させ、薬剤師として臨床の場で必要とさ

れる疾病の予防と健康の維持に役立つ臨床栄養学を修得する

目的で開講された。栄養学の基礎について学んだあと（竹内

准教授が担当）、臨床の場で活躍されている高松赤十字病

院 の管理栄養士である黒川先生と三豊総合病院薬剤師の篠

永先生に実戦的な臨床栄養学の講義をしていただき、その講

義内容をもとに課題を設定してレポートにまとめた。また、

特任教授の手島先生からは食品衛生に関する講義をしていた

だき、スモールグループディスカッションを実施した。将来、

薬剤師として地域医療で貢献する上で必要な、知識や態度の

修得に役立ったものと考えられる。 

 

担当科目：アドバンスト教育プログラム「地域医療コース」

（伊藤、野地、得丸、竹内）・薬学科・必須  

 高齢者を対象とした訪問（在宅）医療を地域医療と考えて

しまうが、本来どの様な事を地域医療と言うのであるか、非

常にその範囲が広く把握する事が困難であります。平成 25 年

度の本コースでは、大きく２つのテーマに着目して開講した。 

1 ： 訪問（在宅）医療を１．施設と２．個人宅の２つに分

け、おなじ訪問（在宅）医療であるが訪問先によりど

の様な違い（薬剤師の心構えや対応など）があるのか

を実習した。 

2 ： 老人施設において 2 日間の介護実習を行った。 

 

外部誌上発表 

該当事項なし。 
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口頭発表・学会発表 

該当事項なし。 

 

管理・運営に係ること 

野地裕美： CBT委員会委員長 

教務委員 

第2回オープンキャンパス サイエンスミニキャ

ンプ担当 

第 6回オープンキャンパス 研究室体験担当 

OSCE 評価者（香川薬学部） 

竹内 一：OSCE 委員 

   CBT 委員 

   動物実験委員 

   早期体験学習委員 

   実務実習訪問（香川県） 

第 2 回オープンキャンパス サイエンスミニキャ

ンプ担当 

第 6回オープンキャンパス 研究室体験担当 

桐山賀充：初年次教育委員、 CBT 委員、CBT 実施委員、CBT シ

ステム管理責任者（代理）、OSCE リカバリー担当

（香川薬学部） 

第2回オープンキャンパス サイエンスミニキャ

ンプ担当 

第 6回オープンキャンパス 研究室体験担当 
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薬 理 学 講 座  

Laboratory of Neurophysiology 

教員 

教授 小西史朗  着任年月日：2006 年 4 月 1 日 

最終学歴：1973 年 3 月東京医科歯科大学医学研究科博士

課程修了。医学博士 

前職：早稲田大学先端バイオ研究所 教授 

講師 栗生俊彦 着任年月日：2006 年 4 月 1 日 

最終学歴： 1998 年 3 月大阪大学大学院博士後期課程修

了。理学博士 

前職：東京医科歯科大学 COE 脳統合機能拠点形成特別

研究員 

助教 鴻海俊太郎 着任年月日：2012 年 4 月 1 日 

最終学歴： 2009 年 3 月岡山大学医歯薬学総合研究科博

士後期課程修了。博士（薬学） 

前職：日本大学歯学部薬理学講座 博士研究員 

 

教育の概要 

担当科目： 

薬理学１（小西） 

薬理学２・３・４（小西・栗生・鴻海） 

応用生物学 A（栗生） 

薬物治療学２（鴻海・小西） 

国試対策講義（小西・栗生・鴻海） 

薬学実習２C（小西・栗生・鴻海） 

長期実務実習（栗生） 

初年次教育（鴻海） 

他学部（保健福祉学部・放射線診療学科および臨床工学科）： 

生理学１（小西） 

 

本講座では、「薬理学１」（２年次前期）、「薬理学２」（２年

次後期）、「薬理学３」（３年次前期）および「薬理学４」（３

年次後期）、さらに今年から薬物治療学２（４年次前期）の五

科目の講義を小西、栗生、鴻海で担当した（一部は他講座の

得丸先生、宋先生も分担した）。また、応用生物学 A を栗生

が担当した。この他、国試対策講義のうち薬理、病態生理・

薬物治療学および臨床生化学の分野を小西、栗生、鴻海で分

担した。薬理学１～３では、薬の効く仕組みを理解すること

を目的として、生理学、病態生理学、薬物治療を包括して、

薬物の作用機序を学修することを目標とした。薬理学４は、

おもに演習形式で進め、これまで薬理学１～３で学んだ薬物

群について、それらの薬理学的性質・適応・副作用・禁忌な

どを復習することにより、知識の整理を目標とした。薬物治

療学２では、循環器系、血液・造血器系、代謝性疾患、内分

泌系疾患の治療薬について、講義・演習形式の授業を鴻海、

小西が担当した。 

実習は、薬理学実習を分担し、生理・薬理学的実験を行っ

た。実習項目は、体性神経系作用薬についてマウス横隔膜神

経筋接合部標本を用いて実験を行った。運動神経の電気刺激

によって誘発される骨格筋の間接的収縮応答と、筋の電気刺

激による直接的収縮応答の両反応に対する、薬物の効果を比

較した。今年から、マウスの摘出心房標本を用いて、心臓作

用薬（栗生・鴻海・小西担当）についても実験を行った。各

実習グループの学生は共同して、実験結果を解析・編集して

プレゼンテーション用スライドを作成し、全員の前で発表・

討論した。これによって、プレゼンテーションのトレーニン

グの一助とすることを試みている。この試みは、昨年までの

病態生理学講座のときから継続して実施しており、学生は熱

心に取り組み、成果を挙げていると評価している。 

講義では、昨年度の問題点を踏まえて以下のように改善す

ることを試みた。（１）一方向性の講義形態から、学生も参加

できる要素を加味した授業に配慮した。（２）このため演習（チ

ュートリアル）方式を取り入れた。予め質問課題を知らせて、

学生が独自に調査、検討し、その結果を全員の前で発表し議

論する機会を与えた。（３）このような演習形式の授業形態は

学生に新鮮のようで概ね好評であったが、時間的制約のため

十分な回数を実施できなかった。（４）講義教材の内容と、そ

れをどのように提供するのが効果的であるかは、引き続き検

討すべきである。昨年度と同様に講義スライドの PDF ファイ

ルをウェブ上に載せ、事前に学生がアクセスして予習できる

ようにした。（５）また薬理学の教科書で既存のものは、一長

一短であり、分かりやすい講義ノートをめざして、学生に配

布するハンドアウトの改善を試みている。（６）薬理学講座に

所属する３年生には、「薬理学」の CBT レベルの演習問題を

定期的に出題し、復習するシステムを実施した。その結果、

講座所属学生の全員が CBT 本試合格を果たした。このような

復習システムの効用は、引き続き評価が必要である。 

2010 年度から長期実務実習が開始され、講座スタッフ（栗

生）が訪問指導教員として関与し、5 年生の指導に当った。

講座に所属する４年生を対象に国家試験対策として、前期は

学部で行われる基礎力講義の内容をグループ学習した。  

後期には国家試験過去問題について、分野別に細分化して分

類したプリントを作成し、配布した。特定の分野毎に過去問

題をまとめて解くことにより、その分野の重要ポイントを意

識して学習した。これにより、単なる過去問の丸暗記ではな

く、理解することを目指した。 

薬学科４・５年次と薬科学科４年次学生の卒業研究では、

脳スライスを用いた神経伝達機構に関する電気生理学的実験

（鴻海・小西が指導）と、分散培養した海馬ニューロンの実

験系により機能分子イメージング（栗生が指導）を実施した。

講座に所属する学生をスムーズに進級・卒業させるための教

育、研究の進め方は、さらに検討を必要とする重要な課題で



薬理学講座 
ある。 

 

外部誌上発表 

該当事項なし。 

 

口頭発表・学会発表 

該当事項なし。 
 

管理・運営に係ること 

小西史朗： 神経科学研究所長 

      薬科学科長 

        入試委員会委員長 

      動物実験委員会委員 

      

栗生俊彦：学生委員会 

   CBT 委員会 

  OSCE 委員会 

鴻海俊太郎：初年次教育委員会 

      物質管理委員会 

 

その他、新聞報道等 

該当記事なし。 
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教 育 分 野  

病 態 生 理 学  

Laboratory of Pathological Physiology

教員 

教授 宋 時栄 着任年月日：2006 年 4 月 1 日 

最終学歴：1983 年 3 月東京医科歯科大学 医学研究科 

大学院博士課程修了。医学博士 

前職：三菱化学生命科学研究所 組織病理室 室長 

助手 中島健太郎 着任年月日：2006 年 11 月 1 日 

最終学歴：2005 年 3 月横浜国立大学大学院 修士課程 

修了。工学修士 

前職：ニッピコラーゲン工業株式会社 化粧品製造 

開発部 

実験助手 藤井理恵 着任年月日：2013 年 11 月 1 日 

最終学歴：2007 年 3 月 崇城大学 工学部 応用生命科

学学科 

前職：帝国製薬株式会社 製剤研究部 研究助手 

教育の概要 

担当科目： 

1. 病態生理学 1（15 コマ中の 13 コマを分担）薬学科 2 年生

対象（後期）（宋 時栄） 

2. 病態生理学 2（15 コマ中の 9 コマを分担）薬学科、薬科学

科 3 年生対象（前期（宋 時栄） 

3. 薬理学 3（15 コマ中の 5 コマを分担）薬学科、薬科学科 3

年生対象（前期）（宋 時栄） 

4. 薬理学 4（15 コマ中の 3 コマを分担）薬学科、薬科学科 3

年生対象（後期）（宋 時栄） 

5. 事前学習（2 コマの講義を分担）（宋 時栄）薬学科 4 年生

対象（前期）、OSCE 実習指導（宋 時栄、中島健太郎そ

れぞれ 3 回）薬学科 4 年生対象（後期） 

6. 国家試験対策講義（90 分授業を 9 回）。この他に演習（90

分授業を 1 回） 薬学科 6 年生対象（前・後期）（宋 時

栄） 

7. アドバンスト教育 最新病理学（特別講義とその事前学習、

CPC の事前学習を含む 5 コマ の講義、1 回の香川大学医

学部における CPC 見学）薬学科 6 年生対象（前期）（宋 

時栄） 

8. 病態生理学実習 薬学科、薬科学科 3 年生対象（前期） 

   （宋 時栄、中島健太郎） 

9. 実務実習訪問指導（分担）薬学科 5 年生対象（前・後期）

（中島健太郎 2 回） 

 この他、講座配属の薬学科 4、5、6 年生に対する特別実習、

卒業実習を指導した（宋 時栄、中島健太郎、藤井理恵）。 

 

１） 教育達成目標とその妥当性 

 主として病態生理学分野の教育および実習を中心とし、一

部、薬理学講義および演習を分担した。6 年制薬学部（薬学

科）は、医療薬学教育の充実を目指すものであり、疾病の理

解、病態に即した薬物治療の理解が重要な課題となってきて

いる。また、学部教育の最終段階で行われる実務実習におい

て実効を挙げるためには、それ以前の教育課程においてヒト

の様々な疾病がどのような仕組みで様々な病像を示すのか、

その病態を理解させるためのカリキュラムを充実させる必要

がある。こうした教育目標の達成には、薬物治療の基礎とな

る機能形態学、薬理学、病態生理学の十分な理解が必要であ

る。今年度担当した病態生理学 1、2 および薬理学 3、4 およ

び薬物治療学 2 の分担講義では適宜、関連科目の復習を交え

ながら相互の関連性を重視した学習につながるように配慮し

た。また、従来の薬学教育では、病気の学習は主として講義

を通じて行なわれており、用いられる教科書にも図は少なく、

文章による叙述中心で、ともすれば疾患のイメージがつかみ

にくかった。こうした通弊を打破すべく、担当する講義にお

いては、ヒトの疾病の病態の理解の基礎となる解剖学的、生

理学的、薬理学的、病理学的知見を、画像情報を駆使して総

合的に理解させるための教育を、ヒトに即した教材を用いて

行うことを目標とした。担当した病態生理学 1、2、薬理学 3、

4、薬物治療学 2 および事前学習で一貫して使用し、重要事項

は各講義で繰り返し取り上げることができるように、584 枚

の連番を付した Power Point 資料を編集し、国試対策講義で

も活用できるような体制を整えた。また病態生理学実習にお

いて行なっている病理組織学実習は、実習面からそうした目

標の達成を目指したものであり、ヒトの主要臓器の正常標本

ならびに、アルツハイマー病、パーキンソン病、髄膜炎、心

筋梗塞、肺癌、肺真菌症、胃癌、潰瘍性大腸炎、クローン病、

脂肪肝、肝硬変、肝癌など、ヒトの代表的な疾患の病理組織

標本を観察した。講義や実習において配布した資料は、実務

実習や卒業後の現場でも役立てることができるレベルを目指

している。こうした基礎に立って、アドバンスト教育では疾

患研究の最前線を理解し、チーム医療において他の医療職と

対等な議論ができるような素養を養うための一助として、東

京医科歯科大学医学部 包括病理学の北川昌伸教授による

「骨髄性腫瘍：最近の話題と治療に向けた今後の展望」と題

する白血病治療に関する特別講演を行い、香川大学医学部・

腫瘍病理学講座今井田教授、横平助教のご協力を得て臨床病

理示説に参加する機会を得た。 

２） 目的達成状況 

 担当の講義および実習を通じて、闇雲な暗記でなく筋道の

通った理解をすること、解剖学的、生理学的、薬理学的、病



講座 
態生理学的知識を系統的に習得することを通じて疾患の薬物

治療を理解することの重要性を繰り返し強調してきた。この

ような教育目標の達成度を見るために、病態生理学 1、2 では

講義の度にまとめのための宿題を課し、薬理学 3、4 では小テ

ストを行い、それらの解答例についてはポータルサイトを通

じて学生にフィードバックした。また、FD 講習会での愛媛大

医学部・小林直人教授の講演からヒントを得て、講義の途中

でも小テストを行う事を、国試対策授業を中心に取り入れて

みた。また、毎回の授業時に質問カードを配布し、出て来た

質問に対しては次の講義の冒頭で解説するようにした。今年

度は比較的質問が多く、授業アンケート結果からも、この質

問カード方式は好評であった（アクションプランシートを参

照）。また、解剖学的、生理学的基盤にたって病態および薬物

治療を理解することの重要性がわかってきたとの感想が増え

てきており、こうした学習を通じて、科目間相互のつながり

がわかってきたので、勉強が面白くなってきたと言う学生が

少しずつ出てきている。こうした事情を反映して、授業アン

ケート結果は概ね好評であり、当初の教育目的は少しずつ達

成されつつあると判定された。しかしながらこの結果は、学

力中位の学生を対象として学力の総合的底上げを狙ったもの

であり、常に下位に低迷している集団の学力の引き上げには

つながっておらず、こうした学生が年々増えて来ている状況

は危惧される。こうした集団の学力をどのようにして持ち上

げていくかは、依然として今後の大きな課題となっている。 

 講座配属学生に対しては、CBT 以前の段階では基礎から臨

床に至る幅広い薬学の知識を、病態の理解に立脚して習得す

るために、問題演習を通じて学生一人一人の弱点を把握しつ

つ指導する機会を多く設けるようにした。ここ数年、CBT 合

格が覚束ない者が多かったために、補講や小テストを繰り返

し、これまでのところ CBT 不合格者を一人も出さずに済んで

いる。一方、CBT 以後に本格化する特別実習、卒業実習は少

人数教育の良い機会であり、様々な実験への取り組みを通じ

て、通常授業や試験では気づかなかった自分の長所に目覚め

る学生が多い。ただし、近年は特別実習、卒業実習に取り組

む上での基礎学力や意欲の乏しい学生が目立つようになって

来ており、指導に困難を感じることが多くなって来た。その

ため、卒業論文として課す課題の内容を削減して国試に関連

した学習事項を中心とした少数の課題に限定し、その代わり

にそうした課題については徹底的に習得し、文章表現上でも

適切な表現ができるような指導方針も採用した。しかしなが

ら、通常講義、国試対策講義、薬学実習だけでなく、委員会

活動や保護者会への対応などの業務をこなしながら、こうし

た少人数教育の貴重な機会のための時間をどのようにして確

保していくかは大きな問題である。教員は本来の任務である

教育・研究に専念し、その余の事務的業務は事務が担当する

との仕切り分けを徹底することが重要である。 

３） 教育内容面での取り組みと改善方策 

 達成目標に掲げた諸課題を実現し、医学・生物学系の知識

が不足がちの学生に、薬物治療の基礎となる病態生理や薬理

学を理解させるために、教材およびカリキュラムに工夫が必

要である。こうした考えから、眼で見て理解できるような独

自の講義資料（Power Point スライドとして 584 枚）を編集し、

事前配布するように努めた。薬学実習を含め、こうした実際

に眼で見る学習と、宿題、小テストなどの演習問題を組み合

わせることで理解の強化を図った。設備面としてはハイビジ

ョンカメラと大画面プラズマテレビによって、高精細度の顕

微鏡所見の解説が可能となっており、講座配属学生の指導の

みならず、オープンキャンパス、高校生を対象とした外部研

修において、充実した体験学習を行うことができた。 

４） 教えるために使った時間 

1. 病態生理学 1（分担）の講義 90 分（1 回あたり）ｘ12 回 

2. 病態生理学 2（分担）の講義 90 分（1 回あたり）ｘ9 回 

3. 薬理学 3（分担）の講義 90 分（1 回あたり）ｘ5 回 

4. 薬理学 4（分担）の講義 90 分（1 回あたり）ｘ3 回 

5. 事前学習（分担）の講義 90 分（1 回あたり）ｘ1 回、実

習指導 90 分（1 回あたり）ｘ12 回 

6. 国家試験対策講義（分担）の講義 90 分（1 回あたり）ｘ

7 回 

7. アドバンスト教育 の講義 90 分（1 回あたり）ｘ5 回 

8. 病態生理学実習の講義 90 分（1 回あたり）ｘ6 回，実習

指導 5 時間（1 回あたり）x 6 回 

9. 特別実習の指導：中島（延べ 50 時間）、宋（延べ 40 時間） 

10. 特別実習の指導：中島（延べ 80 時間）、宋（延べ 60 時間） 

11. 卒業実習の指導：中島（延べ 20 時間）、宋（延べ 90 時間） 

 

講義の準備段階での資料、小テスト、宿題等の作成、講義後

の小テスト、宿題の解答の周知や質問への対応に講義時間の

4 倍程度の時間を要した。 

外部誌上発表 

該当事項なし。 

 

口頭発表・学会発表 

該当事項なし。 
 
 

管理・運営に係ること 

宋：学生委員会委員長、実験動物委員会委員 

中島：早期体験学習委員会委員 

 

その他、新聞報道等 
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教 育 分 野  

薬 物 治 療 学 講 座  

Laboratory of Pharmacotherapy and Experimental Neurology

教員 

教授 伊藤 康一 着任年月日：2004 年 04 月 01 日 

最終学歴：1983 年 03 月 昭和薬科大学大学院薬学研究

科修了。医学博士、薬剤師 

（財）日本薬剤師研修センター認定薬剤師 

前職：(財)東京都医学研究機構・東京都臨床医学総合研究

所・薬理研究部門、研究員 

 

助教 小森理絵 着任年月日：2005 年 04 月 01 日 

当講座着任：2014 月 07 月 01 日 

最終学歴：2003 年 3 月 奈良女子大学大学院人間文化研

究科博士後期課程修了。博士（理学） 

前職：（財）ヒューマンサイエンス振興財団流動研究員（国

立循環器病センター研究所・病因部） 

教育の概要 

担当科目：薬物治療学 1 （伊藤）・薬学科/薬科学科・必修/

選択・15 コマ 前期 4 年生、後期 3 年生 

薬物治療学 1 では、それまでに修得した機能形態学・薬理

学・病態生理学・臨床生化学のすべての知識を統合し、薬物

治療のガイドラインに沿った各疾病の治療指針の立て方を学

習する。講義では、具体的な症例を数多く取り上げ、病態・

診断基準・適応すべき薬物あるいはその副作用のポイントを

分かりやすく解説した。また、薬物治療では、「患者様一人ひ

とりに対してどのような薬物が適切か」という意識が重要で

ある。そこで、1 つの病態に対しても患者背景が異なる複数

の症例を取り上げ、個々の患者背景を意識しながら薬物治療

が考案できるような内容を講義に盛り込んだ。 

 

担当科目：薬理学実習（伊藤・小森）・薬学科/薬科学科・必

修・40 コマ 前期 3 年生 

薬理学実習は、2 学年での薬理学 A および 3 学年での薬理

学 B の講義において得られた知識を、薬理学実験を通してさ

らに理解を深めることを目的とする。動物実験を行うことで、

優れた医薬品を開発する上での実験動物を用いた前臨床試験

の重要性についても理解する。また、動物実験を行う場合に

は、動物実験の指針を遵守することを徹底し、動物愛護の精

神に基づき有効かつ適切に行われるよう教育指導した。 

 

担当科目：アドバンスト教育プログラム「地域医療コース」

（伊藤・野地・竹内）・薬学科・必須 5 年生 

 地域医療と言うとイコール高齢者を対象とした訪問（在宅）

医療と考えてしまいます。しかし、本来どの様な事を地域医

療と言うのであるか、非常にその範囲が広く把握する事が困

難であります。平成 24 年度の本コースでは、大きく２つのテ

ーマに着目して開講した。 

1： 訪問（在宅）医療を１．施設と２．個人宅の２つに分け、

おなじ訪問（在宅）医療であるが訪問先によりどの様な違い

（薬剤師の心構えや対応など）があるのかを実習した。 

2： 老人施設において 2 日間の介護、1 日のリハビリテーシ

ョンデイケアー施設で実習を行った。 

 

担当科目：アドバンスト教育プログラム「臨床栄養学」（伊藤・

野地・竹内）・薬学科・必須 5 年生 

 病院薬剤師、管理栄養士の先生をお招きし、薬剤師として

知っておくべき臨床栄養学の基礎に関して聴講した。 

 

担当科目：特別実習（伊藤・小森）・薬学科・選択 5 年生 

特別実習では、講座配属の希望学生に対し卒業実習をふま

えた研究を開始させた。「てんかん発作発症機構の解明」を解

析するための基礎的な実験技術とその原理を修得させた。 

 

担当科目：卒業実習 （伊藤）・薬学科・必修 6 年生 

 卒業実習では、「D-プシコースの脂肪肝に対する効果」、「希

少糖の高血糖に対する影響」、「てんかん発作発症機構の解明」

の実験研究に分かれそれぞれ卒業研究を行い、研究発表会お

よび卒業論文の作成を行った。 

 

保健福祉学科・臨床工学科、診療放射線学科、3 年生 

担当科目：臨床薬理学 (伊藤)・必須・15 コマ 

薬がなぜ効くのかと言う基礎的知識の習得と、臨床工学技士、

放射線技師として、是非知っていてもらいたい腎臓、循環器

系に作用する薬と全身麻酔薬など神経系に作用する薬を臨床

的側面から講義した。 

 

管理・運営に係ること 

伊藤康一： 徳島文理大学紀要委員会（委員長） 

 香川薬学部年報委員会（委員長） 

 入学前教育委員会（委員長） 

 

その他、新聞報道等 

伊藤康一：改訂「薬の効くプロセス」 小野寺憲治 編修 ネ

オメディカル,第10章 腎・泌尿器系に作用する薬。

分担執筆 

 薬物治療学 改訂4版、南山堂、III章73慢性頭痛。

分担執筆 

 NEO薬学シリーズ 疾患薬理学、成田 年編修、



薬物治療学講座 

ネオメディカル、第11章 泌尿器系、生殖器系疾

患の薬、病態、治療。分担執筆 
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教 育 分 野  

薬 物 動 態 学 講 座  

Laboratory of Pharmacokinetics and Pharmacodynamics

教員 

教授 加藤 善久 着任年月日：2006 年 9 月 1 日 

最終学歴：1983 年 3 月静岡薬科大学大学院薬学研究科修

士課程修了。博士（薬学）、薬剤師 

（財）日本薬剤師研修センター認定薬剤師 

静岡県立大学薬学部客員教授 

元職：静岡県立大学薬学部医療薬学大講座薬物動態学分

野、同大学院薬学研究科機構薬剤学講座・講師 

 

講師 榊原 紀和 着任年月日：2006 年 4 月 1 日 

最終学歴：2005 年 3 月京都大学大学院農学研究科博士後

期課程修了。博士（農学）、薬剤師 

元職：京都大学生存圏研究所・教務補佐員 

 

助教 跡部 一孝 着任年月日：2007 年 4 月 1 日 

最終学歴：2007 年 3 月徳島大学大学院薬科学教育部博士

後期課程修了。博士（薬学）、薬剤師 

 

教育の概要 

担当科目：薬剤学 1（薬学科・薬科学科）（加藤善久） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

学習者が、作用部位に達した薬物の量と作用により薬効が

決まることを理解し、薬物の生体内における動きと作用に関

する基本的知識を修得できるような授業を行なう。また、学

習者が薬物の生体内運命を理解し、吸収、分布、代謝、排泄

の過程に関する基本的知識を修得できるようにする。 

薬物は生体に投与された後、吸収されて、血管系を血流に

乗って運搬され、毛細血管の細孔または内皮細胞を透過して

様々な臓器や組織の細胞間隙に移行する。そして、細胞内に

取り込まれて、その一部が作用発現部位に到達し、薬効を発

揮する。その後、ほとんどの薬物は肝臓の肝実質細胞や腎臓

の糸球体、尿細管に移行して、代謝、排泄され、体内から消

失する。このような薬物の生体内動態の過程（吸収、分布、

代謝、排泄）は、薬物の薬効や副作用の発現および持続性を

理解する上で重要である。 

2) 教育内容面での取り組み 

 学習者の学習に対するモチベーションを刺激するために、

授業時間ごとに到達目標を設定し、学習者主体の授業を心掛

けている。授業には、図やグラフを多用することにより、講

義の説明が理解しやすいように工夫している。また、薬物動

態学、製剤学、衛生化学、薬理学などと関連づけて理解でき

るように関連事項についての内容を取り入れている。さらに、

関連した SBOs ごとにキーワードを設けて解説し、演習問題

を行い、学習したことが確実に身についているかの確認を行

なっている。また、演習に対しては、学習者へのフィートバ

ックを行い、やる気を刺激している。学習者の授業時間外学

習を増やすために、講義のたびごとにホームワークを出し、

復習を促すとともに、講義内容のキーワードを 5 つ書き出さ

せて提出させている。 

 

担当科目：薬剤学 2（薬学科・薬科学科）（加藤善久、榊原紀

和） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

学習者が、薬物の生体内運命を理解し、吸収、分布、代謝、

排泄の過程に関する基本的知識を修得できるような授業を行

なう。 

薬物の生体内動態の過程（吸収、分布、代謝、排泄）は、

薬物の薬効や副作用の発現を理解する上で重要となる。また、

体内動態は他剤併用により大きく変動することがあり、薬物

の薬理効果の発現に影響を与える。従って、その相互作用の

要因を把握することが重要である。 

2) 教育内容面での取り組み 

 薬剤学 1 と同様の取り組みを実施している。 

 

担当課目：薬物動態学（薬学科・薬科学科）（加藤善久、榊原

紀和） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

 薬物の薬効や副作用を体内の薬物動態から定量的に理解す

るために、薬物動態の理論的解析に関する基本的知識と技能

を修得できるような授業を行なう。個々の患者に応じた投与

計画を立案するために、薬物治療の個別化に関する基本的知

識と技能を修得できるようにする。 

 薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）は、薬物の物

理化学的性質と、薬物と生体との相互作用によって決まる。

また、薬物の薬効は、薬物の薬理活性の強さと薬物の体内動

態に依存している。従って、薬物の薬効を最も効果的に発揮

させるためには、その体内動態を把握する必要がある。そこ

で、生体に投与された薬物の生体内動態について、薬物速度

論的立場から、投与後の薬物の血漿中濃度、消失半減期、代

謝速度、排泄速度および体内蓄積量などを理解することが重

要である。また、ファーマコキネティクス (Pharmacokinetics)、

生理学的速度論、コンパートメントモデル、臨床薬物動態に

ついて修得する必要がある。 

2) 教育内容面での取り組み 

薬剤学 1および 2と同様の取り組みを実施している。また、

薬物動態の理論的解析法を紹介するとともに、データを提示

し、学習者がそれらを解析することにより、薬物動態学の実
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用性を体験している。さらに、薬物動態学・製剤学実習と連

動して、解析プログラムでの解析を実施している。 

 

担当科目：数学 A（薬学科）（榊原紀和） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

６年制薬学教育は、医療人として実践的な能力をもつ薬剤

師を養成することを主な目的としており、専門教育を通じた

知識の修得が必要不可欠となっている。中でも「数学」に関

する基礎的知識は、薬学の専門科目の基本として位置づけら

れている。例えば物理化学における物質のエネルギーや反応

速度の計算（運動方程式・微分積分・ベクトル）、有機化学や

生化学における濃度計算や反応速度式（微分積分）、物理薬剤

学、生物薬剤学における物質の溶解や分散、薬物の安定性、

および薬剤学、薬物動態学における薬物の体内動態解析（指

数、対数関数・微分積分）、データ解析に用いられる統計学的

手法等が挙げられる。本講義においては、それらの基礎的知

識について講義し、薬学に必要な数学的知識・技能について

の知見を修得する。 

2) 教育内容面での取り組み 

日本薬学会の「薬学準備教育ガイドライン」に例示されて

いる「薬学の基礎としての数学・統計」の一般目標は次の通

りである。 

「薬学を学ぶ上で基礎となる数学・統計学に関する基礎的

知識を修得し、それらを薬学領域で応用するための基礎的技

能を身につける。」 

上記目標を到達するべく、本講義においては、数学の簡単

な計算式から薬剤師国家試験のレベルまで例題を用いて分か

りやすく解説し、それらを反復練習することにより、薬学専

門科目を理解する上で必須となる数学的な基礎的知識および

技能の修得を目指す。 

 

担当科目：薬物動態学・製剤学実習（薬学科・薬科学科）（加

藤善久、榊原紀和、跡部一孝） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

学習者が、薬効や副作用を薬物の体内動態から定量的に理

解し、薬物動態の理論的解析に関する基本的知識と技能を修

得できるような実習を行なう。 

医薬品の生体内動態に関する実験手技（血中薬物濃度の測

定）を習熟し、医薬品の薬物治療の場で必要とされる薬物動

態学的な知識と技能（薬物速度論解析、体内動態の解析と投

与設計）を修得し、薬剤師の任務および職能について、理解

を深めることが重要である。 

2) 教育内容面での取り組み 

医薬品の生体内動態の理論的解析（薬物速度論解析、体内

動態の解析と投与設計、血中薬物濃度の測定）に関する基本

的知識、技能、態度を修得するために、小人数グループ（5

～6 人 1 組）できめ細やかな実習を行っている。また、個々

にプレゼンテーションや説明の機会を設け、プレゼンテーシ

ョン技能を高め、理解力を深める実習を実施している。 

3) 薬物動態学実習書（平成 27 年度）第 10 版（加藤善久、榊

原紀和、跡部一孝 編集） 

 

担当課目：治験業務学（アドバンスト教育）（薬学科）（加藤

善久、外部講師）、臨床開発アドバンスト実習（薬学科）（加

藤善久、榊原紀和、学内講師、外部講師） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

治験業務学（アドバンスト教育）：新薬開発における治験業

務を理解するために、医薬品開発の最終段階に実施される医

薬品候補化合物の臨床試験に関する基本的知識を修得できる

ような授業を行なう。 

治験業務とは、新薬開発の最終段階において、非臨床デー

タを踏まえて、臨床試験を実施し、医薬品候補化合物の薬理

効果、安全性、使用方法等について検討する業務である。実

際に、どのように治験業務が遂行されるかを学び、理解を深

めることが重要である。そこで、治験業務について基礎的知

識を修得する必要がある。 

臨床開発アドバンスト実習：質の高い薬剤師を目指すため

には、新薬開発プロセスを習得しておくことが重要である。

臨床開発コースは新薬等の臨床開発に携わる薬剤師を目指す

コースである。医療の現状を踏まえて、新薬開発における治

験施設支援機関(SMO)の意義と役割を理解するために、SMO

が設置されている病院において、SMO の業務内容の基本的知

識と技能を修得する。  

2) 教育内容面での取り組み 

治験業務学（アドバンスト教育）：本講義は、非臨床データ

を踏まえて、健常人を対象として実施されるPhase Ⅰ study、

実際の患者への投与が行なわれる Phase Ⅱおよび Phase Ⅲ 

study の目的および内容を理解し、どのように新薬申請に結び

つけるか、さらに新薬承認後の市販後臨床試験、市販後調査

について習得することを目指した講義である。本講義は、新

薬の臨床開発プロセスに関わった方でなければ、講義を担当

することはできない。そこで、大塚製薬株式会社 医薬営業本

部プロダクトマネジメントグループエルカルチン担当シニア

サイエンスマネージャーの中山夏樹先生に本講義を担当して

いただいた。 

臨床開発アドバンスト実習：治験施設支援機関(SMO)が設

置されている香川大学医学部付属病院およびさぬき市民病院

で実習を行った。 

 

担当科目：事前学習 1 および 2（薬剤学、薬物動態学）（薬学

科）（加藤善久、榊原紀和、跡部一孝）、病院実習および薬局

実習（薬学科）（加藤善久、榊原紀和、跡部一孝）、総合薬学

演習 1 および 2（薬剤学、薬物動態学）（薬学科）（加藤善久、

榊原紀和）、特別実習および卒業実習 1、2 および 3（薬学科）

（加藤善久、榊原紀和、跡部一孝） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

事前学習 1 および 2 では、病院・薬局の実務実習において、

調剤および服薬指導などの薬剤師職務を遂行する上で、必要

な基本的な知識、技能、態度を修得できるようにする。 

病院実習では、病院薬剤師の役割と責任を理解し、病院薬
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剤師業務を遂行できるようになるために、調剤、製剤、病棟

業務およびチーム医療に関する基本的知識、技能、態度を修

得できるようにする。 

薬局実習では、薬局薬剤師の社会的役割と責任を理解し、

地域医療に貢献できるようになるために、保険調剤、医薬品

などの情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりにつ

いて、基本的知識、技能、態度を修得できるようにする。 

事前学習 1 および 2（薬剤学、薬物動態学）、総合薬学演習

1 および 2（薬剤学、薬物動態学）では、薬学教育モデル・コ

アカリキュラムの薬剤学、薬物動態学分野を項目ごとに整理

し、講義と演習を通して、薬剤学、薬物動態学分野の問題を

修得できるようにする。 

特別実習および卒業実習 1、2 および 3 では、論文紹介、課

題に対するグループ討論および実験研究を通して、科学的思

考能力や論理的思考能力を醸成できるようにする。また、第

3 者に CBT および薬剤師国家試験程度の問題の解答を論理的

に説明できるよう自ら調べ、討論することにより、問題の深

い理解力と応用力を身につけ、CBT および国家試験に対する

問題解法能力を養うことができるようにする。 

以上の講義および実習を通して、研究マインドを持ち、最

適な医療の実現に貢献できる薬のスペシャリスト、医薬品研

究開発のプロフェッショナルを育成したいと考えている。ま

た、医薬品、化粧品などの化学物質の性質、創製からその適

正使用にいたる薬学とその周辺の幅広い分野において、生命

に関わる物質および生体の生理と病態、さらに物質と生体の

相互作用に関する知識と技術を習得し、医薬品研究開発分野

のみならず、生命科学分野にも貢献できる薬剤師、薬学研究

者、薬学系技術者を養成したいと考えている。 

2) 教育内容面での取り組み 

事前学習 1 および 2、総合薬学演習 1 および 2 では、薬剤

学、薬物動態学分野において、それぞれの項目に対する重要

ポイントを丁寧に解説している。さらに、CBT 対策問題と過

去の国家試験問題を分野別に整理して小テストを行なうとと

もに、その解説を毎時間行い、理解度の確認を行なっている。

また、講座配属の学生に対して、CBT および薬剤師国家試験

対策として、演習形式により問題解法の取り組みを配属直後

から実施している。 

特別実習および卒業実習 1、2 および 3 では、独創的研究心

や科学的思考能力を醸成させるために、各学生に研究テーマ

を与え、実験研究あるいは調査研究に取り組ませている。ま

た、実験データを論理的に解釈できるように、教員とのディ

スカッションを毎日のように実施している。また、効果的な

プレゼンテーションの仕方が身につくように、講座内でのプ

レゼンテーションや学会発表の機会を定期的に設けている。

さらに、学術論文を作成する能力を体得できるように、論文

を読む訓練、実験データに基づいた結果と考察を書く訓練を

実施している。 

薬学は薬に関する総合的学問であるがゆえに、有機化学、

分析化学、衛生化学、環境化学、薬理学、薬剤学、薬物動態

学、製剤学、病態・薬物治療学、医療薬学などの薬学諸学の

知識が統合一体化されてこそ現場で役立つことから、これま

でに欠けていた基礎から実践薬学へのリンクや各専門を統合

した教育が今後、重要になると考えられ、それらを包括した

統合型教育、学習者主体の教育、知識教育に加え技能・態度

教育、基礎教育プラス実践教育、コミュニケーションと生命

倫理の教育に取り組んでいる。 

 

担当科目：臨床薬物動態学（薬学研究科薬学専攻（4 年制博

士課程））（加藤善久、榊原紀和） 

1) 教育達成目標とその妥当性 

適正な薬物治療を実施するためには、薬物の血中濃度を適

切にコントロールする必要がある。そのためには、薬物の体

内動態特性を正確に把握し、それに基づいた投与設計を行な

わなければならない。本講義では、適正な薬物治療を実施す

るために、pharmakokinetics と pharmacodynamics をインテグレ

ートした薬物動態の解析法を理解し、その解析結果を用いた

投与設計法を修得する。また、本講義では、薬物の治療効果

や副作用の発現を薬物動態と関連づけて理解するために、医

薬品の体内動態の速度論的解析法、及び医薬品の体内動態と

薬効・毒性発現メカニズムを修得する。 

2) 教育内容面での取り組み 

医療の現場で、有効で安全な薬物療法を実現するために、

高度な知識を駆使できる人材、及び副作用情報を解析し、薬

物療法の安全性を高める人材の養成を目指している。 

 

外部誌上発表 

＊ 2011 年以降 2016 年 3 月まで 

［解説・報告書等］ 

1. 加藤善久 (2015). 「香川県薬剤師会新春懇話会に参加し

て」香川県薬剤師会会誌 かがやく，157:29-30. 
2. 加藤善久 (2014). 平成 26 年度ひらめき☆ときめきサイエ

ンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI（研究成果

の社会還元・普及事業）実施報告書，HT26241「薬を飲

んだ時と注射をした時の体の中を流れる血液中の薬の

動きの違いを捉えてみよう！」，p.1-4 
3. 加藤善久 (2012). 「香川薬学部における薬剤師国家試験対

策について」薬友会誌，28: 5. 

 

管理・運営に係ること 

加藤善久 

薬学科長 

全学教育開発機構 FD 研究部会委員 

全学研究倫理教育委員会委員 

全学自己点検-評価実施委員会委員 

全学地域連携センター運営協議会委員 

全学防火防災管理委員会委員 

評価・FD 委員会委員長 

実務実習指導薬剤師養成ワークショップ委員会委員長 

付属薬局準備委員会 

将来計画検討委員会委員 

大学院委員会委員 
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教務委員会オブザーバー 

国家試験対策委員会オブザーバー 

チューター（薬学科 1 年生 3 名担当、薬学科 2 年生 5 名

担当、薬学科 3 年生 2 名担当、薬学科 4 年生 3 名担当、

薬学科 5 年生 5 名担当、薬学科 6 年生 4 名担当） 

編入学試験（平成 28 年度編入学 I 期）面接担当（2015

年 6 月 27 日、香川） 

研究授業（生物統計学（TBL 形式）、リスク因子の評価。

リスク因子の評価として、オッズ比、相対危険度および

信頼区間について説明し、計算できる。伊藤悦朗教授）

の開催（2015 年 7 月 6 日） 

平成 27 年度香川県内ブロック別進学説明会（2015 年 7

月 9 日、東讃）発表・面談 

オープンキャンパス、体験学習 4（研究室体験）（分担）

（2015 年 8 月 22 日、香川） 

保護者会支部会（2015 年 8 月 23 日、香川）保護者個別

面談担当 

平成 28 年度大学院薬学研究科(4 年制)薬学専攻博士課程

I 期入学試験口述試験（2015 年 9 月 5 日） 

科目等履修生選考試験（平成 27 年度後期）面接担当（2015

年 9 月 19 日、香川） 

編入学試験（平成 28 年度編入学 II 期）面接担当（2015

年 10 月 3 日、香川） 

平成 28 年度社会人のための入学試験（I 期) 面接担当

（2015 年 10 月 3 日、香川） 

研究授業（事前学習 2（アクティブラーニングを含むス

モール・グループ・ディスカッショ ンと 口述発表）、腎

不全を発症した糖尿病患者の薬物治療および透析管理、

二宮昌樹教授）の開催（10 月 9 日） 

平成 28 年度公募制推薦入学試験 I 期 面接担当（2015 年

11 月 3 日、香川） 

香川薬学部 薬学共用試験 OSCE 本試験（12 月 13 日）ス

テーション 3（薬剤の調製(2)）評価者 

平成 27 年度博士論文内審査会（2015 年 12 月 25 日）学

力確認担当 

平成 28 年度大学入学者選抜大学入試センター試験 香川

キャンパス試験場試験主任監督者（2015 年 1 月 16 日） 

編入学試験（平成 28 年度編入学 III 期）面接担当（2016

年 2 月 20 日、香川） 

平成 27 年度大学院薬学研究科博士本審査会（2016 年 3

月 2 日）学力確認担当 

 

榊原紀和 

OSCE 委員会委員 

CBT 委員会委員 

入学前教育委員会委員 

チューター（薬学科 1 年生 2 名、薬学科 2 年生 1 名、薬

学科 3 年生 1 名担当） 

香川薬学部オープンキャンパス調剤体験担当（8 月 9 日）

体験実習担当 

実務実習訪問指導（10 月 9 日、11 月 16 日、ＮＰにぶ調

剤薬局） 

松山大学 薬学共用試験 OSCE 本試験（12 月 6 日）評価

者 

香川薬学部 薬学共用試験 OSCE 本試験（12 月 13 日）ス

テーション 1 責任者 

平成 28 年度大学入学者選抜大学入試センター試験 香川

キャンパス試験場 タイムキーパー担当（1 月 16 日） 

香川薬学部 薬学共用試験 CBT 再試験（3 月 2 日）ゾー

ン 3 主任監督者 

 

跡部一孝： 

早期体験学習委員会委員 

評価・FD 委員会委員 

オープンキャンパス 調剤体験担当（5 月 24 日） 

実務実習訪問指導（10 月 13 日、11 月 13 日、アイ調剤薬

局） 

香川薬学部 薬学共用試験 CBT 本試験（11 月 28 日）ゾ

ーン 2 補助監督者 

香川薬学部 薬学共用試験 OSCE 本試験（12 月 13 日）ス

テーション 2（薬剤の調製）リカバリー 

平成 28 年度大学入学者選抜大学入試センター試験 香川

キャンパス試験場 監督補助者担当（1 月 16 日） 

 

その他、新聞報道等 

該当なし 
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教 育 分 野  

製 剤 学 講 座  

Laboratory of Pharmaceutics 

教員 

教授 徳村忠一 着任年月日：2013 年 4 月 1 日 

最終学歴：1981 年 3 月香川大学大学院農学研究科修士課

程修了。薬学博士 

1979 年 3 月大阪薬科大学卒業 薬剤師  

前職：国際医療福祉大学 薬学部准教授 

 

講師 栗田拓朗 着任年月日：2006 年 11 月 01 日 

最終学歴：2004 年 03 月静岡県立大学大学院博士課程修

了。博士（薬学） 薬剤師 

（財）日本薬剤師研修センター認定薬剤師 

前職：静岡県立大学薬学部助教 

教育の概要  

担当科目：製剤学１（徳村） 

3 年前期 薬学科必修、薬科学科選択、1.5 単位 

医薬品は、製剤としてヒトに適用される。製剤の設計や製造、

製剤の機能について、薬剤師は正しく理解している必要があ

る。そのため、CBT および薬剤師国家試験の出題範囲となっ

ている。製剤学 1 は、モデルコアカリキュラム「製剤化のサ

イエンス」に関する最初の科目であるが、一方、現カリキュ

ラムではこの講義以降の製剤学関連の講義が選択科目となっ

ている。このから製剤学 1 では、製剤化のサイエンス全般に

わたり基礎事項の解説を中心に行った。将来、国家試験の本

領域での正解率 80％以上を目標として、確実に覚えなければ

ならない用語や基礎的な理論を学習させた。毎回各自で教科

書を読んでくることとし、その範囲で重要な部分を講義で解

説した。翌週の授業の最初に確認テストを行い各自の理解度

を高めるように行った。昨年度まで配布していたプリントは、

廃止して教科書をしっかり読むように仕向けた。 

 

担当科目：製剤学２（徳村） 

3 年後期 薬学科・薬科学科選択、1.5 単位 

製剤学 1 では、製剤化のサイエンス全般にわたり基礎事項の

解説を中心に行った。製剤学 2 では、製剤化のサイエンス全

般にわたり取得した基礎知識を使ってより高度な理論の理解

と問題演習に注力して講義を行った。 

 

担当科目：品質管理学（徳村） 

5 年前期集中 薬学科選択、1 単位 

品質管理は日本の製造業の発展に大きく寄与してきた歴史

がある。現在は広義の品質管理で使用される「顧客満足」と

いう言葉に代表されるように、全産業で重要な考え方となっ

ている。この広義の品質管理の考え方を講義するとともにグ

ループ討議で理解を深めた。医薬品に関しては、法律で行わ

なければならないことや公的規格である日本薬局方がある。

品質管理という観点からこれらの法律や規格について、講義

やグループ討議及びレポート作成で理解を深めた。 

 

担当科目：特許法（栗田） 

薬学科（5 年前期集中：１単位）で講義。特許法および関

連知財について、主として医薬品開発・販売における知財の

取り扱い方、後発医薬品産業を理解するのに必要な知財関連

業務について、具体例や判例を元に解説した。 

 

担当科目：製剤学 3（栗田） 

薬学科（3 年生後期：１．５単位）で講義。日本薬局方の

通則、一般試験法、製剤総則などに記載されている分析化学

につきコアカリキュラムの学習到達目標（SBO）を指標に、

薬剤師国家試験の出題傾向をふまえた内容とした。 

 

担当科目：医薬品開発学 1（栗田） 

薬学科（4 年生前期：１．５単位）で講義。医薬品開発の

流れ、すなわち候補化合物の探索から原薬製造、原薬物性の

評価、治験薬製造と臨床開発等の概略に加え、医薬品開発・

販売における知財の取り扱い方、後発医薬品産業を理解する

のに必要な知財関連業務について解説を行った。 

 

担当科目：薬学数学入門（栗田） 

薬学科（1 年生１Q ０．５単位）で講義。薬学部での専門

科目の履修に必要とされる単位付き数字の取り扱い、指数・

対数関数の取り扱いおよびその応用について概略を説明し演

習を行った。 

 

担当科目：薬物動態学・製剤学実習（徳村、栗田、他教員３

名で担当） 

薬学科（３年生後期：１．５単位）で実習。主として薬学

教育モデルコアカリキュラムのうち製剤化のサイエンス（技

能）に対応して、代表的製剤の調製、物性の測定、及び製剤

試験法を行った。特に、細粒剤の押し出し造粒法を取り上げ、

マニュアル操作により造粒法の原理を習得することに努めた。

物性測定では、タップデンサーを用いてかさ密度や安息角の

測定を通じて造粒操作の意義を習得できるように努めた。製

剤試験法では、溶出試験器を用いて、細粒剤からの有効成分

の溶出とその定量法を習得できるように努めた。 

 

担当科目：臨床開発アドバンスト実習（徳村、栗田、他教員
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4 名で担当） 

薬学科（５年生前期から６年前期：１．５単位）で実習。 

治験実施施設における SMO の役割について事前学習と実施

施設における実習を通して学び、SGD 形式の報告会を行うこ

とで理解を深めた。 

 

管理・運営に係ること 

徳村： 

・全学就職支援委員会委員 

・全学インターンシップ推進委員会委員 

・就職委員会委員長 

その他学部生チュータ、オープンキャンパスなど。 

 

栗田： 

・2015 年度 OSCE 委員会(ST4 責任者)、他大 OSCE モニター 

・2015 年度教務委員会  

・2015 年度入試委員会 

・2015 年度広報委員会 

その他学部生チュータ、オープンキャンパス（進路相談担当）、

新入生宿泊セミナーなど。 
 

その他、新聞報道等 

該当事項なし。 
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医 療 薬 学 講 座  

Laboratory of Pharmaceutical Health Care and Sciences

教員 

教授 二宮 昌樹 着任年月日：2008 年 10 月 1 日 

最終学歴：1981 年 3 月徳島大学大学院薬学研究科修士課

程修了 

博士（医学） 薬剤師 

前職：香川大学医学部附属病院薬剤部副部長 

教授 飯原 なおみ 着任年月日：2005 年 4 月 1日 

最終学歴：1983 年 3 月東京理科大学薬学部薬学科卒業 

博士（薬学） 薬剤師 

前職：香川大学医学部附属病院薬剤部薬剤主任 

教授 横田 ひとみ  着任年月日：2011 年 4 月 1日 

最終学歴：1970 年 3 月大阪大学薬学部薬学科卒業 

薬剤師 

前職：香川県立中央病院 薬剤部長 

助教 岡田 岳人 着任年月日：2005 年 4 月 1日 

最終学歴：千葉大学大学院医学薬学府博士課程修了 

博士（薬学） 薬剤師 

助教 中妻 章 着任年月日：2005 年 4 月 1日 

最終学歴：2001 年 3 月岡山大学大学院自然科学研究科博

士課程後期修了 博士（薬学） 薬剤師 

前職：株式会社山田養蜂場研究開発部 

教育の概要 

担当科目：医薬品安全性学（3 年後期、1.5 単位、二宮） 

薬も本来は化学物質、「毒」であり、薬は安全でないという

前提のもと、有効性と副作用のバランスを保ち、新規医薬品

が開発されている。医薬品安全性学（1.5 単位）では、医薬品

による有害事象（副作用）が生じる機序を理解し、医薬品の

適正使用における薬剤師の役割を考察する能力を得ることを

目的としている。医薬品の開発にかかわる非臨床試験、臨床

試験における毒性試験、代表的な副作用と初期症状と対処方

法、相互作用、臨床における安全性確保などについて要点を

整理した資料を用いて学習効果の向上を図り、医薬品の安全

性管理に参画できるようになるための基礎知識を習得できた。

フィジカルアセスメン演習により副作用の初期症状に関する

基礎知識を習得できた。講義は、後期週 1 回 15 コマ行った。 

担当科目：臨床薬剤学（4 年前期、1.5 単位、二宮） 

臨床薬剤学（1.5 単位）では、高度化する医療体制における

チーム医療、地域保健によるセルフメディケーションの重要

性を理解し、社会に貢献できる薬剤師の役割、使命を考察す

ることができる能力の習得を目的としている。医薬品の管理

や調剤などの薬剤師業務、医薬品の臨床応用の具体例を学び、

模擬症例を通して診療ガイドラインや添付文書から病態と処

方内容を理解し、処方解析を行い、医薬品適正使用を実践す

るために必要な知識を習得できた。講義は、前期週 1 回 15 コ

マ行った。 

担当科目：薬学概論（1 年前期、1.5 単位、二宮） 

 最初の 1 コマで「薬学の世界への招待」と題する講義を行

い、薬学の歴史、現状、課題、及び、徳島文理大学香川薬学

部の特長を紹介した。また、早期体験学習として 90 分×3 コ

マを担当し、病院内で医療業務を行っている職種の紹介と病

院薬剤師の業務と他職種との連携について概説した。また、

体験学習後のグループ討議・発表にタスクとして携わった。 

担当科目：医薬品情報学（3 年後期、1.5 単位、飯原） 

医薬品情報学（1.5 単位）では、医薬品情報の重要性を理解

させ医薬品情報の使用、評価、伝達、創出に必要な知識や技

能を習得させることを目的としている。なかでも創出の際に

不可欠な薬剤疫学の考え方、手法の教育に重きを置いた。 

担当科目：医薬経済学（6 年前期、1 単位、飯原） 

医薬経済学（1 単位）では、医療の場において、将来、経

済評価に取り組めるように、経済評価の基礎や経済評価の手

法を習得させることを目的としている。効用、便益という経

済学に特有の観点について説明し、先行研究事例から経済評

価のあり方を具体的に学ばせるようにした。 

担当科目：臨床統計学（5 年後期、0.5 単位、飯原） 

臨床統計学（0.5 単位）では、臨床試験をデザインし、臨床

試験結果から的確に医療・社会的判断を下せるよう、サンプ

ルサイズ設計、割付方法、統計推論など臨床統計に関する基

本的知識を身につけ、臨床試験を見る目を養うことに重きを

置いた。 

担当科目：薬剤疫学（大学院、2 単位、飯原、横田） 

薬剤疫学（2 単位）では、医薬品の有効性、安全性、経済

性について薬剤疫学手法を用いて実際に評価できるようにな

るために、解析手法の特徴ならびに注意点を実践例から具体

的に学べるようにした。 

担当科目：医薬品・医療ビジネス（5 年前期、1 単位、横田） 

 医薬品・医療ビジネスでは医薬品産業が単に創薬に留まら

ず、医療に加えて健康産業とも深い関連性を有していること

を理解し、医薬品および医療をビジネスとしてとらえられる

視点をもてることを目的としている。日本における医療の根

幹となる社会保障制度を説明し、創薬の現状と問題、医薬品

産業・医薬品関連産業の現状と問題点等についても概説して、

ビジネスとしての医療・医薬品について学ばせた。創薬につ

いては医薬品メーカーの開発担当者、医療については調剤薬

局・病院薬剤部の薬剤師にも現状等を講義いただいた。 

担当科目：医療社会薬学コミュニケーション学（5 年前期、1

単位、横田） 

医療社会薬学コミュニケーション学では、単に患者とのコ

ミュニケーションに留まらない薬剤師業務におけるコミュニ

ケーション能力の必要性を学ばせる。コミュニケーション能
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力の向上を目的とし、フィジカルアセスメントを体験させた。

このことにより、他の医療者とのコミュニケーションを潤滑

に行いチーム医療に貢献できる能力や患者の副作用徴候をす

みやかに理解する能力等を養う。また、不自由体験を通して

社会的弱者に対する配慮、コミュニケーション時の注意点等

について体得させた。 

担当科目：事前学習（4 年通年、12.5 単位 二宮、飯原、横

田、岡田、中妻） 

事前実習では、薬剤師として必要な調剤をはじめとする一

連の技能・態度の習得を目標としており、本年は、次年度に

病院・薬局実務実習を予定している 55 名を対象に行った。実

務実習モデルコアカリキュラムを基に前期（4 月～6 月末）に

講義、演習を中心とした内容を、後期（9 月～10 月および 12

月上旬）に実技を中心とした内容を行った。前期の講義・演

習では、実際に医療現場で遭遇する薬物治療、チーム医療に

おける問題点などをもとにした課題を作成し SGD などを実

施し、治療指針のベースとなった大規模臨床試験のデータを

読む機会や、クリッカーを利用した授業を行った。また、臨

床教授（みなし実務家教員）、香川大学医学部の遠隔講義を通

じ、薬剤師のチーム医療への関わりについて理解を深めた。 

後期の実技では、調剤業務および患者接遇関係において現

役の薬剤師、香川大学 SP 研究会の応援を得て行った。課題内

容は、基本的に次年度の実習を前提とした。CBT 終了後から

OSCE までの約 2 週間は、香川薬学部教員による習熟度の評

価を行い、技能修得が不十分な部分を指摘することで、技能

の向上を図った。また、学生が自主的に練習できるように 1，

2 校時も実習室を開放し、医療薬学講座スタッフおよび現役

薬剤師による指導を行った。実習全体を通じで、内容として

は概ね良好であったと思われる。実務実習開始までの間に習

熟度の確認、再実習および技能の練習する機会を用意する。 

担当科目：病院・薬局実務実習（5 年通年、計 20 単位 二宮、

飯原、横田、岡田、中妻） 

 病院実務実習（10 単位）、薬局実務実習（10 単位）では、

実際に医療現場で活躍する薬剤師とともに、薬剤師が関わる

業務を体験し、医療の担い手として求められる薬剤師につい

て学ぶことを目標とし、調剤をはじめとする技能や、チーム

医療、投薬で重要となるコミュニケーション等一連の知識（問

題解決）・態度の習得をめざした。2015 年度は 51 名が、香川

県下をはじめ中国・四国地区および山口、和歌山の病院 20 施

設、薬局 39 施設で実習を行った。医療薬学講座では、指導薬

剤師と大学の連携体制、香川薬学部教員と実務家教員の連携

体制、健康問題を抱える学生への支援、実習に係わるトラブ

ル対応への支援等に中心的な役割を果たした。2015 年度でも

実習開始前の 4 月に実習オリエンテーションを行い、調剤技

能の再トレーニングを行った。教育効果を高めるため、香川

薬学部全教員による訪問指導を 3 回行った。事前訪問では学

生紹介と実習カリキュラムの確認、中期（4～7 週目）には進

捗状況の確認と実習内容の調整、学生が抱える問題点の把握

と対応、実習終了前（10～11 週）では習得状況の確認、総括

的評価の妥当性の協議を行った。学生は、日々の実習内容と

考察・反省をポートフォリオに記載し、実習期間中に学んだ

ことを振り返ることができるようにした。また、SBO ごとの

評価シートに自己評価をすることで、個々の不足している部

分を自己分析し、自己研鑽のためのツールとした。今後 web

ポートフォリオよる大学・薬局・病院間で実習の情報共有が

必要になることから、香川県下の病院と一部の施設において

FUJI Xerox 社製の Web ポートフォリオを利用した。 

担当科目：アドバンスト教育臨床薬学コース実務実習（5 年

後期、1.5 単位 二宮、飯原） 

 アドバンスト教育臨床薬学コース実務実習では、2015 年 11

月 27 日～12 月 11 日にかけて、薬学科 5 年生 10 名が香川大

学医学部総合内科（桝形 尚教授）の症例カンファレンスに

参加した。カンファレンス参加に先立ち、事前に、循環器系

用薬や抗菌薬をテーマにした SGD を行い、さらにカンファレ

ンス参加後の SGD で症例に関する知識を深めた。薬物治療セ

ミナーでは、SGLTⅡ阻害血糖降薬の適正使用、睡眠薬の副作

用の解説、認知症治療薬の適正使用について解説が行われた。

心肥大を有する慢性腎不全（CKD）患者への血液透析の導入、

COPD 患者の感染症治療に関した副作用、ウィルス性髄膜炎

に対する診断方法、などの症例検討が行われた。薬学生は医

学生と同席してカンファレンスに参加することで、チーム医

療を理解することができ、医学専門用語や最新の薬物療法に

関する知識を深めることができた。 

担当科目：実践臨床薬学（大学院、2 単位、二宮） 

大学院科目実践臨床薬学（2 単位）では、安全で適正な薬

物療法を実践するために、医療チームの中で薬剤師によるフ

ァーマシューティカル・ケアを実践するために必要な知識を

習得することを目標とした。近年、開発の目覚しい分子標的

薬を中心に消化器腫瘍、乳腺腫瘍、血液腫瘍などに対する抗

悪性腫瘍化学療法について概説した。また、がん性疼痛の病

態生理、症状、薬物療法を概説した。 

医療の場で薬剤師が取り組むべき課題及び解決手法につい

て提示し、EBM の手法による臨床論文の批判的吟味の演習を

行った。 

担当科目：特別実習１（1 年後期、0.5 単位 二宮、飯原、横

田、岡田、中妻） 

 特別実習 1 では、早期から大学での研究等に触れる機会と

して、医薬品情報の調査実習、服薬指導シミュレーション、

医療薬学講座の英語文献セミナーへの参加、HPLC を使った

医薬品の定量、地域医療（お薬相談会）への参加を行った。1

年生ということもあり、2 年次以降で学ぶ分析法や、医薬品

における情報の重要性などを学ぶ機会となった。また、薬剤

師による地域医療活動を体験する機会となった。 
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管理・運営に係ること 

二宮昌樹：実務実習委員会（委員長）、事前学習委員会（委員

長）、教務委員会委員、CBT 委員会委員、将来計画委員会委

員、OSCE 委員会オブザーバー、香川県実習調整委員会委員、

病院・薬局実務実習中国・四国地区調整機構委員、病院・

薬局実務実習近畿地区調整機構オブザーバー 

第 1～6回オープンキャンパス 体験実習担当 

病院薬局訪問指導：中四国 38 施設を担当 

飯原なおみ：生涯学習委員会（委員長）、OSCE 委員会、セク

シャルハラスメント防止委員会、薬友会、医薬品情報学教

科担当教員会議担当者 

病院薬局訪問指導：香川 7 施設を担当 

横田ひとみ：OSCE 委員会（委員長）、香川薬学部動物実験委

員会、広報委員会、事前学習委員会委員、病院薬局実習委

員会委員、生涯学習委員会委員 

第 2～7回オープンキャンパス 体験実習担当 

病院薬局訪問指導：香川 7 施設を担当 

岡田岳人：CBT 対策委員会、生涯学習委員会、就職委員会 

第 1～2回オープンキャンパス 体験実習担当 

薬局訪問指導：香川県内外 6施設を担当 

中妻章：実務実習委員会委員、OSCE 委員会委員（ステーショ

ン担当責任者）、広報委員会 

香川県実務実習調整委員会委員 

第 1～7回オープンキャンパス 体験実習担当 

病院薬局訪問指導：和歌山、山口、岡山、広島の 7 施設を

担当 
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教 育 分 野  

薬 学 教 育 講 座 （ 高 橋 ）  

Laboratory of Pharmacological Education (Takahashi)

教員 

教授 高橋 知子 着任年月日：2004 年 4 月 1 日 

最終学歴：東京大学大学院医学系研究科博士課程修了。

医学博士。医師 

前職：生理化学講座准教授 

講師 松尾 平 着任年月日：2008 年 4 月 1日 

最終学歴：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程

修了。薬学博士。薬剤師 

 

教育の概要 

担当科目： 

機能形態学１（高橋）・臨床医学概論（高橋）、生物実習（松

尾・高橋）、特別実習（松尾・高橋）早期体験学習（松尾） 

アドバンストコース教育 予防医学（高橋・松尾）・健康医療

薬学アドバンスト実習（高橋・松尾） 

 

1. 機能形態学１ 

１） 教育達成目標とその妥当性 

機能形態学では、人体の構造（解剖学）と機能（生理学）に

ついて講義する。特に機能形態学１では、筋骨格系，循環器

系，呼吸器系，消化器系，感覚器（視覚系，聴覚・平衡感覚，

嗅覚・味覚系）について講義する。病態生理学を理解する上

で，また，将来薬剤師として業務を行う上で，必要不可欠の

知識を修得させることを目的とする。 

２） 目的達成状況 

計５回の Homework と定期試験の結果から大部分は満足でき

る知識量・理解度に達している。 

３） 教育内容面での取り組みと改善方策 

今年度は，１年生後期講義の他に、２年生編入生のために変

則的な講義も合わせて行った。CBT あるいは国家試験に対応

できる知識を身につけさせるため，演習を５回課し，Homework

として提出を求めた。 

講義中にはできるだけ人体模型を示し，教科書の知識が実際

の構造のイメージと重なるよう工夫した。 

試験は６回に分割し，章が終わる毎に，講義時間外に試験を

行い，勉強量が定期試験直前のみに集中しないよう配慮した。 

４） 教えるために使った時間 

おおよそ１コマあたり５−６時間の準備時間を要している。 

 

2. 臨床医学概論 

１） 教育達成目標とその妥当性 

臨床医学概論では，これから医療人としてベッドサイドに立

つ際，あるいは医療関係者同士でコミュニケーションを取る

際，心得ておかなければならないこと、知らなければならな

いことを講義する。総論では，患者を支える医療チームの中

で薬剤師がどのような立場にあるのかを理解する。各論では，

各々の診療科の特性を知り，特徴的な検査法，治療法につい

て理解する。薬学部では外科疾患に対する理解がうすくなり

がちであるため，代表的な外科疾患の概念や簡単な術式を含

めた治療法についてもなるべく講義し，医療を包括的にとら

えられるよう概説する。 

２） 目的達成状況 

定期試験の結果より講義内容の理解度は，少数の学生をのぞ

いて満足のいくものであった。それらに加え，医療現場の雰

囲気，緊張感を多少とも伝えることができ，医療人としての

自覚を促すことができたと感じている。 

３） 教育内容面での取り組みと改善方策 

刻々と変化する医療現場において，実践的に役立つ知識が身

につくよう，最新の情報を得，伝えることに努力している。

講義のはじめに注目されている医療情報，技術についての話

題をとりいれた。身近な例を取り上げ，それに関連する医学・

薬学知識を整理し，解説を加えている。講義で習った知識を

ふまえ，医療現場での応用例を知ることで，医療をより具体

的，身近なものとして捉えることができると考えている。学

生にも受け入れやすく，好評であった。 

４） 教えるために使った時間 

おおよそ１コマあたり 4−5 時間の準備時間を要している。 

５） その他、とくにアピールしたいこと。 

香川大学医学部での人体解剖学実習見学を保健福祉学部臨床

工学科との合同で行った。 

 

3. 生物実習 

１） 教育達成目標とその妥当性 

生物実習では、応用生物学 B・細胞生物学で学んだ「細胞

生物学」について実習を通して体験し学ぶ。本実習はトリ胚・

ヒト細胞の大きく２つの項目からなり、それぞれニワトリ胚、

ヒト培養細胞を実験対象にし、細胞が果たす役割を物質—細

胞—組織の各レベルから検証する。 

 トリ胚の実習では、個々の細胞が分化し、組織を構築して

いく過程を観察する。発達途上の心臓、筋肉、肝臓から細胞

を単離し、細胞の特性と組織との関連について調べる。また

手指形成時におけるアポトーシスを観察し、その機序を考察

する。ヒト培養細胞の実習では、はじめに個々の細胞が構築

する組織をヒトの組織標本で観察し、次いでシャーレ内の培

養細胞を観察する。ここではがん細胞を例にとり、細胞骨格

に影響を与える薬剤を投与することにより細胞周期が制御で

きることを学ぶ。 



薬学教育講座（高橋） 
２） 目的達成状況 

ほとんどの学生が実習に積極的に参加していた。顕微鏡（倒

立・実体顕微鏡）の扱い方、コンピューターを用いた解析用

ソフトウエアの使い方、基本的な細胞の観察のしかた、扱い

方（簡単な無菌操作などを含む）、組織からの細胞の単離法、

分子生物学的解析の仕方などを一人一人の学生が抵抗なく行

なえるようになった。レポート作成を通じて、学生のほとん

どが生命現象について教科書を超えて深く考えるようになっ

た。また、生物を扱う実習が初めての学生も少なからずいた

が、生命を扱う上での倫理観を体得させることができた。 

３） 教育内容面での取り組みと改善方策 

少人数グループで行う実習の他に、一人で行う実習を多く

取り入れ、個人レベルでもできるだけ積極的に実習に参加す

るような体制を作っている。また実習中に学生同士での議論、

教員との質疑応答を活発に行わせることにより、より深く生

命現象の本質を理解させるよう指導している。学生の科学的

興味を引き出すため、生命現象に関連させた実習となるよう

内容を工夫している。 

４） 教えるために使った時間 

実験法の再検討と実習書の作製に約１ヶ月、実施にあたっ

ては約２週間の準備期間、実施後約１週間の後片付け期間を

要した。 

５） その他、とくにアピールしたいこと。 

本実習を行ったものは、生命の脆さと逞しさに加え、その

緻密なしくみと神秘さに少なからず感動するはずである。そ

の感動を端緒に、ますます生物を科学的に極め、医療薬学の

礎とすることを意図している。 

 

4. 特別実習（配属学生への卒業研究指導） 

１） 教育達成目標とその妥当性 

旧生理化学講座、薬学教育講座に配属された学生には，実

験研究と調査研究のいずれかを選択させる。各々に与えられ

た研究課題を通じて新しい発見に挑み、科学的根拠に基づい

て問題点を解決する能力を修得し、それを生涯にわたって高

め続ける態度を養うことを目的とする。 

 実験研究を選択した学生は、各々のテーマに沿って分子生

物学、細胞生物学を中心とした実験原理とその手法を学び、

結果の判定の仕方・考察の仕方を修得できるよう指導する。

調査研究を選択した学生には、教員との相談の上、将来薬剤

師業務を行なう上で役立つような実践的な研究テーマを与え

る。卒業研究論文の作成を特別実習の目標としている。研究

室内の定期的なセミナーに担当・参加し、また卒業研究の中

間発表会、最終発表会を行ない、発表会への準備・実施を通

してプレゼンテーション能力や論文のまとめ方を習得させる。 

２） 目的達成状況 

旧生理化学講座に配属された薬学科 6 年生は 3 名、薬学教

育講座に配属された 5 年生 3 名、4 年生 2 名、3 年生は 2 名で

ある。教員との相談の上、6 年生のうち 5 名は実験研究を選

択し、2 名は調査研究を選択した。また，5 年生 3 名のうち 2

名は実験研究を、1 名は調査研究を選択した、4 年生 2 名は実

験研究を選択し、それぞれ夏休み・冬休みを利用して，実習

を進行している。 

実験研究を選択した学生は、各々のテーマを与えられ，テ

ーマに沿って，DNA の扱い方，プラスミドの構築のしかた，

DNA シークエンス，遺伝子変異の導入法，PCR 技術，細胞培

養の基本技術，細胞への遺伝子導入のしかた，大腸菌でのタ

ンパク質の発現，組織免疫染色法，組織からの細胞の単離，

細胞内分画法などの手法を個別に習得させている。 

実験研究，調査研究を行う学生は，いずれも定期的に研究室

内セミナーを担当し，配布資料の作製，PC を用いたプレゼン

テーションなどわかりやすく説明するための創意工夫を学生

一人一人が行なった。教員はそれぞれに応じた実践的な指導

をすることができた。また、質問を促し、積極的にセミナー

に参加するための雰囲気作りを工夫している。 

6 年生の卒業論文の題目は、「hTERT 遺伝子導入後ヒト正常細

胞の不死化・寿命延長・非寿命延長における違い」「正常ヒト

体細胞からがん細胞を作成する方法について」「組み替えレン

チウイルスベクターを用いた精子幹細胞株への遺伝子導入法

の確立」「細胞周期に関連する転写因子 LIN54 の機能解析」「テ

ロメラーゼ阻害薬によるヒトがん細胞増殖抑制」「病院ボラン

ティア活動から学んだコミュニケーションの重要性」「がん幹

細胞の特徴と今後のがん治療に関する調査研究」で、5 月 28

日、無事卒業発表会を終えることができた。            

３） 教育内容面での取り組みと改善方策 

配属学生の限られた時間の中で，実験手法の技術的な指導

はもとより，科学への探究心が引き出せるよう，また問題に

直面した際の解決能力が身につくよう指導している。研究室

という小社会の中での基本的なマナーとルールについて生活

指導も合わせて行っている。 

４） 教えるために使った時間 

特別実習のある日の午後時間（〜21:00 頃）。学生の夏休み期

間・冬休み期間。 

５） その他、とくにアピールしたいこと。 

６年生学生１名に対し、平成 25年度日本薬学会第 134年会、

平成 26 年度 日本薬学会中国四国支部大会で口頭発表させる

ための指導を行った。その甲斐あって、学生発表奨励賞を受

賞させることができた。学生間，あるいは学生と教員の親睦

を深めるため，学生主催の追い出しコンパと Welcome Party 

〜流しソーメン大会〜企画・運営の指導・支援をおこなった。 

薬学科の３年から６年にかけて約３年半という長い時間を，

教員と学生が身近で共有し，実験や調査研究について議論し

ていく中で，教員や友人の価値観を認め，切磋琢磨していく。

教員は個々の学生の個性や長所・成長を知ることができ，学

生の個性を尊重した今後の進路指導にも役立つものと考えて

いる。 

 

5. 特別実習（1 年生） 

１） 教育達成目標とその妥当性 

 研究室で研究活動やセミナーに参加することで、研究能力

の基礎を修得すると共に、コミュニケーション能力、問題解
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決能力、プレゼンテーション能力を修得する。早期に研究活

動に触れることで、研究に深い興味を持ってもらうことが期

待できる。 

２） 目的達成状況 

1 名の学生が薬学教育講座での実習を希望した。1 年生なの

で学生実習を経験しておらず、基本的な実験器具の使用方法

をしっかりと教え、問題なく使用できるようになった。また

研究活動の意義や研究課題遂行のために必要な情報収集、デ

ータの解析法などを教えた。学生は、大腸菌の培養、プラス

ミド抽出、DNA の制限酵素反応と電気泳動、PCR、大腸菌お

よび培養細胞への遺伝子導入など分子生物学的手法の基礎を

修得できた。また得られたデータの解析法も修得できた。 

３） 教育内容面での取り組みと改善方策 

少しでも研究に興味を持ってもらうために、実験開始前に

実験の目的や期待される結果をしっかり説明した。また研究

室という小社会の中での基本的なマナーとルールについて生

活指導も合わせて行った。 

４） 教えるために使った時間 

 学生への技術指導や説明に、約 20 時間の時間を使った。 

５） その他、特にアピールしたいこと。 

週に数回の限られた時間の中でやり終えられる実験テーマ

を設定した。またできるだけ多くの実験手技が身に着くよう

に実験を組んだ。 

 

6. 予防医学  

１）教育達成目標とその妥当性 

疾病に罹って初めて治療を受けるという従来の医学・薬学

の概念では，疾病予備軍の増加をくい止めることは出来ない。

高齢者にとって，疾病罹患への不安や医療経済破綻への不安

が増すばかりである。そこで、病気と診断される前に，その

進行、罹患を予防する事ができれば，個々人の要介護期間を

減らし，健康寿命を延長して，QOL の高い人生を送ることが

できる。加えて国全体としても，結局は医療費総額の軽減を

計れることになる。従って，予防医学という学問領域を，医

学者，薬学者が発展コースとして学習し，生活習慣病など予

防の可能な疾病に陥らないよう，健康情報の発信や指導を行

う事が出来るようにすることが本科目の目標である。そのた

めに５回に分けて一連の講演と討論会を行う。 

２）目的達成状況 

本科目を受講する学生は，アドバンスト教育プログラムの

地域医療と健康医療薬学の２コースをとる６年生であった。

５回の講義テーマは「自殺予防のためのゲートキーパーの役

割」「薬剤性 QT 延長症候群」「院内感染症と薬剤耐性菌」「結

核撲滅に向けての新規結核治療薬の開発とその問題点」とし

た。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

学生は、自殺予防、薬剤性 QT 延長症候群、院内感染につ

いて深く考え，薬剤師としての予防医学で果たす役割を実感

することが出来た。また、近年増加傾向にある結核について

治療の難しさや最先端の治療薬の開発について聴講すること

ができた。講演後には学生が活発に質問し、有意義なディス

カッションを行うことができた。 

４）教えるために使った時間 

講義準備におおよそ 3 時間を費やした。 

５）その他、とくにアピールしたいこと 

予防医学においては、薬剤師と社会との接点について考え、

向き合う機会の増えることが予想されるので，従来の講義で

不足するところを補うことができた。 

 

7. 健康医療アドバンスト実習 

１）教育達成目標とその妥当性 

環境衛生、食品衛生、疾病の予防、薬事行政等の分野で活

躍する薬剤師の養成を目指す。 

２）目的達成状況 

学校での見学実習および測定実習を通して、学校薬剤師の

役割を概ね理解させることができた。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

香川県学校薬剤師会のご協力で講義・実習を実施した。3

日間の学校薬剤師業務の見学を主とした実習の後、SGD を行

った。 

４）教えるために使った時間 

香川県学校薬剤師会との連絡にのべ１日と引率業務にほぼ

１日を費やした。 

５）その他、とくにアピールしたいこと 

2015 年 11 月 3 日、香川県学校薬剤師会・教育講演会「い

のちの授業」を聴講させた。講演内容は、基調講演「いのち

の授業によせて」（篠原幸雄先生）、特別講演「よく生きる」

（毛利公一先生）であった。 

 

管理・運営に係ること 

高橋: 広報委員会委員長、学生委員会委員，セクシュアルハ

ラスメント相談員，チーム医療推進委員会委員長，遺伝子組

換え実験安全委員会委員、自衛防災・防火委員（救護班：ア

メリカ心臓協会 AHA 公認ファーストエイドカード取得）、新

入生屋島宿泊セミナー実行委員会委員、薬学教育協議会・臨

床科目担当教員会議担当、薬剤師国家試験問題検討委員会「物

理・化学・生物」部会担当 

11 月 1 日 杏樹祭・健康セミナー担当 

1 月 17 日 大学入試センター試験・試験監督 

 

松尾: OSCE 委員会委員、早期体験学習委員会委員 

1 月 17 日 大学入試センター試験・試験監督 

6 月 20、21 日 SPOD 研修会参加 

7 月 19 日 オープンキャンパス研究室体験 

9月 27日 オープンキャンパス体験学習フィジカルアセスメ

ント担当。 

11 月 1 日 お薬相談会 

12 月 13 日 薬学共用試験 OSCE 本試験放送担当 

実務実習訪問指導 1期担当 
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教 育 分 野  

薬 学 教 育 講 座 （ 得 丸 ）  

Laboratory of Pharmacological Education

教員 

教授 得丸博史 着任年月日：2004 年 4 月 1 日 

最終学歴：九州大学大学院薬学研究科博士課程修了。博

士(薬学), 薬剤師。 

前職：東京大学助手, 米国デューク大学メディカルセン

ターResearch Assistant Professor, 徳島文理大学香川

薬学部准教授(薬理学) 

講師 白畑孝明 着任年月日：2013 年 4 月 1 日 

最終学歴：東京大学大学院薬学系研究科博士課程修了。

博士(薬学), 薬剤師。 

前職：徳島文理大学助教 

講師 定本久世 着任年月日：2014 年 4 月 1 日 

最終学歴：北海道大学大学院生物科学専攻博士課程修了。

博士(理学)。 

前職：徳島文理大学助教 

助教 小林卓 着任年月日：2005 年 6 月 1 日 

最終学歴：北海道大学大学院生物科学専攻博士課程単位

取得退学。博士(理学・医学) 

前職：札幌医科大学助手 

 

教育の概要 

 

担当科目：薬理学 1 (得丸博史, 小西史朗) 

1) 教育達成目標とその妥当性：医薬品を適正に使用するため

に、薬物や生理活性物質に関する基本的知識と、生体との相

互作用を理解して説明できるようになる。具体的には、自律

神経系、体性神経系に作用する薬物、さらに、中枢神経系に

作用する薬物(全身麻酔薬、睡眠薬)それぞれの特性、作用点、

作用メカニズムについて理解する。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：薬理学 1は薬理学の

基礎科目であるため、機能形態学の知識を織り交ぜながら基

礎を重点的に教育した。教科書を含めた複数の教材から内容

をわかり易くまとめたプリントを作成・配布し内容理解の徹

底をはかった。 

4) 教えるために使った時間：12 回×90 分 

 

担当科目：薬理学 2 (得丸博史, 小西史朗, 栗生俊彦) 

1) 教育達成目標とその妥当性：医薬品を適正に使用するため

に、薬物や生理活性物質に関する基本的知識と、生体との相

互作用を理解して説明できるようになる。具体的には、麻薬

性鎮痛薬、中枢神経系に作用する薬物（精神疾患、中枢神経

疾患）それぞれの特性、作用点、作用メカニズムについて理

解する。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：薬理学 1で学んだ内

容を復習しながら、薬理学の基本・基礎を重点的に再教育し

た。教科書を含めた複数の教材から内容をわかり易くまとめ

たプリントを作成・配布し内容理解の徹底をはかった。 

4) 教えるために使った時間：5回×90 分 

 

担当科目：薬理 4（得丸博史, 小西史朗, 宋時栄） 

1) 教育達成目標とその妥当性：薬理 A～C の内容理解をさら

に徹底するために、これまでの内容の総復習行う。さらに、

薬剤師国家試験を見据え、演習問題を解かせて、薬理学分野

の試験問題に慣れると同時に、問題考え方（取り組み方）を

取得することも目的とする。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：内容が幅広いため、

まず、当方で絞り込んだ問題を解答させ、学生の理解度のチ

ェックに努めた。その上で、問題の解説を行いつつ、理解が

十分でない範囲、深く掘り下げた授業が必要であると思われ

る範囲をピックアップし、より丁寧に、詳細に解説した。授

業には、板書、プリント等を目的に応じて使い分けた。 

4) 教えるために使った時間：8回×90 分 

 

担当科目：機能形態学 1（得丸博史, 高橋知子） 

1) 教育達成目標とその妥当性：末梢神経系を中心に神経系の

基本的特徴とその機能を理解し、神経細胞の興奮性の分子機

序、細胞内情報伝達系について説明できるようになる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成。 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：教科書を含めた複数

の教材から内容をわかり易くまとめたプリントを作成・配布

し内容理解の徹底をはかった。 

4) 教えるために使った時間：3回×90 分 

 

担当科目：機能形態学 2（得丸博史, 定本久世） 

1) 教育達成目標とその妥当性：中枢神経系、血液、内分泌系、

生殖器、泌尿器について、基本的な構造の名称を挙げること

ができ、機能を構造と関連づけて説明できるようになる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成。 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：教科書を含めた複数

の教材から内容をわかり易くまとめたプリントを作成・配布

し内容理解の徹底をはかった。 

4) 教えるために使った時間：15 回×90 分 

 

担当科目：国試対策講義および対策（得丸博史） 



薬学教育講座（得丸） 
1) 教育達成目標とその妥当性：国家試験合格に必要な勉強法

を身につけ、合格に必要な知識を身につける。薬剤師国家試

験に必要な薬理学・病態生理学・薬物治療薬および機能形態

学の知識を習得し、国家試験に合格できるようになる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：学修成果を振り返る

ことが出来るようポーロフォリオを作成し、記録するよう指

導した。また、勉強法についても資料を使い指導した。教科

書を含めた複数の教材から内容をわかり易くまとめたプリン

トを作成・配布し内容理解の徹底をはかった。また、多くの

演習問題を作成し、知識の定着を図った。 

4) 教えるために使った時間：90 分 x6 回、9回×150 分 

 

担当科目：病態生理学実習（得丸博史, 定本久世, 小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：モルモット回腸を使用した薬

理学実験を通して、薬理学の講義で得られた知識を確実に身

につける。本実習は臨床の場における患者への適正な薬物使

用の基盤となる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：薬理学で得た知識と

実習内容とのつながりを丁寧に説明して理解を得た。薬液の

濃度計算、濃度-反応曲線の描き方、pD2 値・pA2 値の求め方

について実際に手を動かして学習できた。生の回腸標本を時

間を掛けて扱うことで生理学的実験の難しさと面白さを知る

ことができた。学生にレポートを作成させることで最終的な

評価を行い、上記のような理解度や満足度について確認した。

もちろんレポートの書き方についても指導を行った。 

4) 教えるために使った時間：4回（薬学教育講座担当分）×

270 分 

 

担当科目：特別実習（得丸博史, 定本久世, 小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：学生には卒業実習が課せられ

る。卒業実習は、未知の分野を開拓し、新規の知識を見出そ

うとするものであり、講義や薬学実習で習得した知識と技能

では、講座配属後に各自の研究テーマを遂行するには十分で

ない。特別実習では、講座配属後の卒業実習にスムーズに移

行できるように薬理学講座卒業実習に必要とされる知識及び

基礎技術を習得することを目的とする。特に、教員が一方的

に知識や技術を与えるのではなく、『学生が主体的に考え、主

体的に動く』ように、内容を工夫する。本実習終了後には、

卒業実習に直ちに取り組むことができる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：『学生が自分で考え、

行動する』ことに重きを置いた特別実習用テキストを作成し

た。テキストは 4 つの課題から成り、これらの課題について

学生は、１）知識を取得し、２）実験方法を考え、３）実験

を行い、４）結果から考察し、５）レポートを作成し提出す

る、という 5 つの作業を行う。4 つの課題については、卒業

実習において必要な知識・技術をより多く学べるように選定

した。また、予め結果が分かっている課題ではなく、教員側

も実験を行わない限り結果が分からない課題を作成した。課

題の実行に関しては、教育的配慮から、指示する部分、指導

する部分、自分で調べる部分に分けて、学生個々に対応する。

提出されたレポートについては、教員が一度見た後に学生と

議論し、文章の書き方や理論の展開法などを詳細に学生に指

導する。4 つの課題をこなすにつれ、学生の実験手技やレポ

ートはより洗練されたものとなる。 

4) 教えるために使った時間：30 回×5時間 

 

担当科目：卒業実習（得丸博史, 定本久世, 小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：薬理学講座の各人の研究テー

マに従って、専門的な実験研究あるいは調査研究を行い、薬

の薬理作用の多面性を確かめ、薬物治療における適正な医薬

品使用の判断に寄与する。物事について多方面から考え、結

論を出す能力及び仕事に対する責任感を身につけることがで

き、これらは医療チームの一員として、また、信頼される薬

剤師として重要な素養となる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：各人の知識・技術の

レベルアップのために、英文文献の紹介を定期的に行った。

実験の準備を含めた、実験計画を各個人に作成させ、そのス

ケジュールどおりに進捗しているかについて進捗状況報告会

を定期的に開き、助言・指導を行った。学会や論文における

発表を視野にいれ、研究を継続している。各人の進捗状況が

完全に把握できていない部分があり、今後、各人との連絡を

密にする必要があると感じている。 

4) 教えるために使った時間：90 回×5時間 

 

担当科目：薬事関係法規１（白畑孝明） 

1) 教育達成目標とその妥当性：薬学を取り巻く法律、制度に

関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基本的

技能と態度を身につける。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：講義ではさまざまな

薬事関係法規の内容を解説したが、それらの違いが分かるよ

うに努めた。また、中間試験を実施して、知識の定着を図っ

た。 

4) 教えるために使った時間：14 回×90 分 

 

担当科目：薬事関係法規 2（白畑孝明） 

1) 教育達成目標とその妥当性：薬事関係法規１を踏まえて、

薬学を取り巻く法律、制度に関する知識を応用する能力を身

につける。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：薬剤師が遭遇する法

的な問題に対して、適切な判断ができることを意識して、講

義を行った。 

4) 教えるために使った時間：15 回×90 分 

 

担当科目：エクスペリメントスキル（白畑孝明,小林卓,窪田
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剛志,桐山賀充） 

1) 教育達成目標とその妥当性：モル濃度の計算や溶液の基本

的性質を理解し、実際の生理食塩水の調製を行うことで、種々

の実験器具・測定装置の用途や使用法を学ぶ。さらに、一連

の実験を通して、数値データの取り扱い、客観的な図表の作

成、論理的な文章（レポート）作成ができるようになる。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：種々の実験器具・測

定装置の使用法を指導し、生理食塩水の調製ができるように

なった。数値データの取り扱い、客観的な図表の作成、論理

的な文章（レポート）作成の指導を行い、これらを習得でき

た。 

4) 教えるために使った時間：5回×270 分 

 

担当科目：応用生物学 B（定本久世，小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：薬学の基礎となる基本的な生

物学の知識を習得する。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：講義ではパワーポイ

ントや動画を用いた解説により様々な生物学的メカニズムの

流れを説明し、毎回講義後に確認テストを行った。また、宿

題を課すことにより、積極的に教科書を読んで理解すること

を促した。さらに、中間試験を実施し、その結果から学生ご

との対応を検討した上で、本試験および、補講、再試験をく

り返し実施し知識の定着を図った。 

4) 教えるために使った時間：15 回×90 分 

 

担当科目：細胞生物学（定本久世） 

1) 教育達成目標とその妥当性：薬学生物の基礎となる細胞内

分子の名称、機能などの知識を修得する。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：講義では教科書とパ

ワーポイントによる自作資料を用い、毎回講義後に確認テス

トを行い、課題を課した。また、中間試験を実施して、知識

の定着を図った。 

4) 教えるために使った時間：15 回（定本担当分）×90 分 

 

担当科目：アカデミックスキル（定本久世） 

1) 教育達成目標とその妥当性：1年生前期生物学の講義（応

用生物学 B）の内容を中心に演習を行う。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：応用生物学 Bの講義

資料、教科書、ニュースで扱われた生物学に関わる題材を元

にした演習問題（選択問題、記述問題を含む）を課し、毎回

講義内に全ての課題に対する解説を行った。 

4) 教えるために使った時間：3回（定本担当分）×90 分 

 

担当科目：基礎薬学演習（定本久世） 

1) 教育達成目標とその妥当性：1年生第３クォーター生物学

の講義（細胞生物学）の内容を中心に演習を行う。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成 

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：応用生物学 Bの講義

資料、教科書、ニュースで扱われた生物学に関わる題材を元

にした演習問題（選択問題、記述問題を含む）を課し、毎回

講義内に全ての課題に対する解説を行った。 

4) 教えるために使った時間：3回（定本担当分）×90 分 

 

外部誌上発表 

1. 白畑孝明(2015) 分担執筆「わかりやすい薬事関係法規・

制度第 3版」（編集木方正ほか）廣川書店. 

2. 定本久世(2015) 分担執筆、編集「研究者が教える動物実

験 第 1巻感覚」（尾崎まみこ、村田芳博、藍浩之、定本久世、

吉村和也、神崎亮平、日本比較生理生化学会）共立出版. 

3. 定本久世(2015) 分担執筆、編集「研究者が教える動物実

験第 2巻神経・筋」（尾崎まみこ、村田芳博、藍浩之、定本久

世、吉村和也、神崎亮平、日本比較生理生化学会）共立出版. 

4. 定本久世(2015)編集「研究者が教える動物実験 第 3 巻行

動」（尾崎まみこ、村田芳博、藍浩之、定本久世、吉村和也、

神崎亮平、日本比較生理生化学会）共立出版. 

 

口頭発表・学会発表 

なし 

 

管理・運営に係ること 

 

得丸：薬剤師国家試験対策委員会委員長, 教務委員会委員, 

香川薬学部 OSCE 評価員, 薬学教育評価機構評価員, 国家試

験問題検討委員会(薬理部会) 

 

白畑：国家試験対策委員会委員, CBT 委員会委員 

第 2 回オープンキャンパス（2015 年 6 月 21 日）体験学習 4

（研究室体験）担当、第 6 回オープンキャンパス（2015 年 9

月 27 日）入試対策講座担当、薬剤師国家試験問題検討委員会

（法規・制度・倫理部会）（2015 年 5 月 9日、横浜薬科大学）、

薬学と社会教科担当教員会議（2015 年 10 月 24 日、福島県郡

山市） 

 

定本：OSCE 委員会委員, 薬剤師国家試験対策委員会委員, 薬

剤師国家試験対策卒業延期生担当委員，CBT 委員会委員 

 

小林：薬剤師国家試験対策委員会委員（試験監督の割り当て、

本部待機など）, オープンキャンパス（2015 年 8 月 9日）調

剤体験学習・研究室体験 

 

その他、新聞報道等 

 

小林：日本生理学会認定「生理学会エデュケーター」 
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教 育 分 野  

中 央 機 器 室  

Center for Instrumental Analysis 

教員 

教授 山口健太郎 兼任（解析化学講座） 

 

准教授 竹内一 兼任（衛生薬学講座） 

 

助教 小原一朗 着任年月日：2010 年 4 月 1 日 

最終学歴：2010 年 3 月東京大学大学院 博士（工学） 

教育の概要 

小原：質量分析、NMR解析等の装置利用説明、実験指導 
薬学実習教育指導（機器分析） 
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教 育 分 野  

神 経 科 学 研 究 所  

Institute of Neuroscience 
Laboratory for Neural Circuit Systems 

教員 

准教授 冨永貴志 着任年月日：2005 年 10 月 1 日 

最終学歴：1994 年 3 月筑波大学大学院博士課程修了。

理学博士 

前職：理化学研究所脳科学総合研究センター研究員  

(Staff Scientist) 

委嘱 講師(国立大学法人徳島大学歯学部) 2014年4月7

日~ 

 

実験補助員 冨永洋子 

教育の概要  

担当科目： 

生理学 

病態生理学１・２(分担) 

臨床生化学 

国試対策講義 

病態生理学実習(分担) 

長期実務実習 

本講座では「病態生理学１・２」および「臨床生化学」「生理

学」の 3 科目の講義を担当する。この他、国試対策講義（基

礎薬学 II および医療薬学 I と II）の一部を分担している。 

病態生理学では、薬の立場から医療に係わる薬剤師として必

要な病気の発症機構、診断の要点、薬物治療の原理と実際な

どを学習することを目標とした。大半の学生は、意図した目

標を達成した。 

どの講義でも基本的に以下のヒアリングカードと家庭学習用

の仕組みを開発して利用して学習効率の向上につとめている。 

講義用 Web ページを開設し、各回の講義で回収した授業内容

のまとめプリントを PDF で全員分まとめて返却している。 

また、Google form を利用した小テストを実施している。小テ

ストの結果はリアルタイムにWebに反映されるので学生の少

なくとも 1 部は繰り返しテストを行い復習している。 

 

外部誌上発表 

該当事項なし 
 

口頭発表・学会発表 

該当事項なし 
 

管理・運営に係ること 

教務委員会委員、評価 FD 委員会委員、CBT 実施委員会委員,

ネットワーク委員長 

その他、新聞報道等 

該当事項なし 
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